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'J んプi  V>»^v ̂  % ij-4-V; 'Ai.'s*：

クラークソン著「前工業化イングランドの

経 済 1500-1750」（四) •
第 4 章 X  m  ,

L. A. Clarkson, The Pre-Industrial Economy in England, 1500-1750 
(B. T. Batsford Ltd., London, 1971, pp. 268)

大:'貫 朝 .義

、 ’エ業部門の構成

厳も開発の遅れた経済においてさえ, 加工食科品*， 

衣類，U旧といった基本的需要を満たすために,工業 

が存在する。今 F1のプフリ力及びアジX の參くの地域 

において，工業は労働め約4 % から28%を雇傭してい 

る。 -—方，前工業化イシグランドについて，グレゴリ 

一 . キングGregory K ingは総人口 SSG万のうち25方 

を職人及び手工業者として分類した。キングの数値は, 
彼によって「労働者及び華公人J 並 び に r小屋住農及 

び貧民. J という巧目に分類された,少なくともその生 

計の小部分を工業‘から得ている多数の人々を考慮に入 

れていないのみならず，製造業に利害を有する多数の 

廣民，商人及び店舗主をも考慮に入れていないため，■ 
17世紀後期のインダラシドにおける工業の重要性を甚 

だしく過少評価したものとなっている。てしかじ'実際 

には,〕一力における製造業と他方における農業及び 

商業との問には，鋭い分化は全く存在しなかったので 

.ある。

無数の労働者に対する雇傭を創出し:/1。木材及びなめ 

し皮の加：1：に従 1̂：する手：1：業者のみ；̂£らず金属加工業 

者も，家屋及び農場の其他此処で使用される請道-▲や 

家庭用品に対する需要,並びに旅行と運輸に必要とさ 

れる馬具, 鞍, 荷馬享及び小舟に対する需要を満たした。

消費財を生産する以上のようなf 工 業 〔部門〕の重 

寒性は, ' I 6, r ?世紀め経済普作家によって認識されヤ 

いた。 『国家論』（1S49年）の ま 者 〔ジ シ .ヘ イ ル ズ  

John Hales .乃至トマス,.スミス卿Sir'Thomas Smith 
とされている〕は，商人，手工業:t を 3 つのグルニプ 

に分類していざ。第一のグループは，製造業者ではな 

く, 輸入品の〔© 内〕 流 通 に 従 事 レ た 人 々 か ら  

成っていた。 第二のグルニプには, 「靴屋 , 仕立屋， 

大工,’ 石工，タイ，ル接りエレ肉屋;bff v̂cherレ酸造業者， 

.パン屋，凡ゆる種類の食料品業者vitdl6rsj 'など，P  
内市場における消費の.ために商品を生産じた人々が含 

まれた。第さのグループは，ig内需要のみならず輸出 

贸息に対しても供給する手工業者から構成され，従っ 

て箸者の見解によれぱ特に厚遇さるべき人々であった。

「織元，皮なめし：] : , 製帽ェ, 梳毛織物業者,
この草においては，工業は製造業のみならず叙;業 及 …. J などである。金属加工業者についてぽ，'全く言

び款柴をも含むものとして考えられている。，前エ寒 

化イングランドにおいては,ホ場の需要が主要な工業 

〔の水準〕を決定した。食料に対する需要は，肉 

M . 喷造業者，パン屋，蒸® 酒製造業者，粉屋及びこ 

れに類する職種を増加させた。衣類に対する需悪は， 

多数の織物業，衣 類 製 造 業 及 び 接 を ま ：えた。ま 

た家;h iに対する'Iだ要は,建設業の多くの部門において

及されていない。17世紀中葉に, ヘンリ- > . ペラシ~  
ズはイシグラツドの主要な富 'J. *chiefe ryches'にク 

いて次のように記した。

「最も| | 耍にしてまず第-^に举げらるぺきものは 

毛織物で、あり，.これは全ョ-•ロッパを殆どィング 

ランドの支配下に置き^ト我が国廣の織物を着用せ 

しめている。次いで要なものぱ錫乃至白顿製品

注（1 ) A Discoureo of the Common Weal of this Realm of England, ed. B. LftiwMid,.1⑧3, pp. 91-92.(邦訳，出口势竊 

歐修，『ヒューマニズムの経済ほ想—— イギリス絶対主義の一政策体系J,1957, M 1 M )
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クラ一クソシ著卞前：！：業化インタタドめ経済J (四）

であり‘; こ，’れ は ン ゥ .ォ—，ルまの:もめが優れ't： 
いる。.，.."イシグランド庫のなめし皮ば品質度 

であり, 外で好評を博じている。靴下は短靴に 

力きも<bセもるが，我が国の梳織靴下は全え -*
■ ロッ' 《において多义の1 ^ 5が^^るレニゾ‘石炭は， 

少なくとも諸ま冶i t iことっては欠かすことので、き 

ないr 非 常 望 :契なもろひとつり商品セあり，人 

々が我が国まのなめし皮〔盤の®  ☆はいていを 

めと同様Iこ，馬ほ我が国まの鼓と石炭むこよって 

作られた時f铁〕もれたれているのである。何とな 

Vれぱ. 他のすべて財きを蓄蔵するための〔鋳の 

製ねに使用されも; )ぎさえもまた,ィングデンド 

産のものだからゼあるi 。
国家論J の著者と同様に，ベラシ一ズはある工業が 

輸出贸易にどれはどの比量を占めネかということによ 

って，その工業の重要性〔ゆ度合：] を判断した。ある 

研究者は，17ね 年 諸 :]:業をそのま出額よつて卞記 

の如く位置づけ：t  vsるが/その場な何が資料とレて用 

いられたのかは明らかでない。

紘 毛 1織 物

な め し k

鉄

鋼及び鋼'板 

錫

1,680万ポンド 

1,050方ポシド 

870方ポンド 

. 340万ポシド 

10 0万ポ'/ド

実際わ評価額は定であるが,この表において毛纖 

物業，なめし皮製德業及洽态工業に与えちれた重要 

性は，他の事実によりても+ 分に糖赛することができ

前工業化イングランドの工業部H め振成を明らかに 

するうえで襄も有効な方法は,イングランドの特定の 

地域を研究することである： トーニー 教授Tawneyや 

ホズキンズ教授W. G. Hoskinsめ如き学者によって先 

駆 的 免 が )^,されてV、るにも拘らず, . 主として,工業 

を考察する場合歴史家たち力 ';毛織物業〔の! !要性〕 

に目をぜわれて,他の殆どすパて工業諸部門を除外 

しそきた,とう事情わために , この:ような観点がら研 

究が行われるととは路どな力、りたのである。 しかし， 

ホ民台帳'^^60111611’8，1'0118,':'教区制 {1|'，5̂ 11811 registers, 
，，'課税台帳.,taxatioil lists, ，軍换簿 muster rolls, 検認財 

産目録 probate inventoriesの如き史料を用ぃることに 

よって，ェ藥活動の性格に関して多くの情報を得るこ

とがで拿るのであり，第 2 まにはその一部が示されて 

いる。

史料及びその分析方法は,に付されだ注において 

論じられてV、るぃしかしながら，前T 業化イングラン 

ドにおいては職業の分化力ミ高度め発達を遂げることは 

なかっためであり， 〔従って〕労働力をある特5({̂ の喊 

業に従事するものとして分類することは， 、かにもせ 

よ実際-か状態をかなり単純化することになり,誤った 

もめとなる可能性がある，ということが強調され'ねぱ 

ならない。多くの手工業者や商人は農民乃至農場労 

働者でももっV•このでおり*とれらの者たちのづ部に対 

しては，農業は農業以外の活動と比較してそめ所得り 

ョリ大きな部分をもたらしていたのでもる。第 2 まに 

おV、ては, ，たとえ農業がある入々の主要な収入源をな 

して.いたとしても，,彼らが市場向生産を目的として 

〔農業以外の:)ある職業に従享していたど信ずべき正 

当な根拠がある場合には, それらの者たちをその農業‘ 
以外のま業に分類するという原則に従.*̂ た。このよう 

な方法を# 用すると，どうしてもイングランドのいく 

つかめ地城におけざ農業あ重要性を過少評価した統fi- 
になってし★うぃしかし，もうひと'^の方法,即ち農 

業を主要な職藥としズ営んでいを場合にはをれらの人 

々を農業〔部r i 3 に分類するという方法を採用すると， 

近世イソグランド^おける経済活動のかなりの程度の 

多様f t 力摊い瞎されてしまい,また重要な地域善も暖 

昧化されてレま，うことになるのでおる。 .このようfc, 
前工業化イングランドの職業分類め統計は，今日の低 

開発国に関する類似の統計がもつ弱成を，〔しかも〕 

同じ理由からン有レている。

, 「太部分の低開発国におい't: , いわゆる農民の多 

くが農繁期にも,まレてや農閑期においてはレそ 

の時間め多くの部分を小規模の運輸業tran柳 !"t,
. ..porterage'，，及び商業に費！■>ていると.いうこ，とを考 

えるならば， 〔職業統計の'有する; ) 欠点ゆ’.‘:.‘明 

らかである。彼らは,自ら力他した商品のみな 

らず転売を目的として購入した商品をも取引する 

. ' であろう。 とのような〔職業：！分化の不完全 

さは,，農民以外の階層にらいても指職しうるもの 

であろ，う.。……俾開発画における多くの人々の経 

濟括動は，ある特定の職業の遂行としてよりも, 
多くの與なる什iifの遂行として叙述する方が ,

法（2 )  M. Blelasyso], An English Traveler's Fh*sレ Curiosity 
，.Mss. Goiifim*, Various Collections, I I , 1903, p. 200'

( 3 )  IX Macpherfion, Annals of Commerce, vol. I V , 1805, p . 15.
I ; " —  79 (3Si) -

or the Knowledge of his owne Country, 1657, in Hist.
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. バ 4> .. ‘ .
より適切でもる;U ，

前工業化イングランドにおける職業分類に関する資, 
料の性質から凡ゆる困難が生ずるのみならず，’そこに 

は上述のょうな概念上の間摩も含まれるのであるから, 
寧ろ統計〔をとること）は全':く避けるべきである,と 

ぃう結論が導かれるかもしれなぃ。.：しかしながら,. '凡 
ゆる欠 (にも拘らず，第ク表は産業苹命以]|^^のイシグ 

ランドにおける職業構成のいくつかの興味深  

ぃ特質''i '示してぃる。

まず第一.に，このまは農業お動の実態を十分反 

映するょうな形で作成されてみいなぃのであるが,そ 

れでも職業としての農1 の重要性は明白である。農村 

地域においては，労働力の50% からS0% が多かれ少 

なかれ完全に般業に従事しでぃた。毛織物業や金属加 

工業の如き農•付工業が行われた地城においては,農業 

労働力の比率はヨリ力、ったが, 第 2 まに示された限 

された資料からさえも，農村工業がイシグラシド全. 
域に特徴的に存在したわけで'はなかったことが明瞭で 

ある。この点にお、て* 中部キセックスは特iこ與妹深 

い。キ部んセックスは中南部ザフォーク及び北部ュゼ 

ックスといったイストメアングリア毛絲i物業地域か 

らあまり隔たってぃなV、地城あったが，市場尚毛織 

物製造業は，全くと言ってょいほど純農業的な色彩の 

強かったこの地城の経済に対して,影響を与えること 

がめどなかったのでもる。他お,ァシi^ビ— ，デ . ラ， 

ズシュAshbjr^，la，Zoxichは, 3 リ小さな都市が農業 

と極めて強®な擊がりをぎしていたとと，そしてヨリ 

大さな都市におぃてさえ,，この幣がりは数字力凉す以 

上に強ぃものであっすこと思われる’G とを示唆している。 

Cしかし言う迄もなく，〕農業は都ホにお、てはa ,リ重 

耍吐の低い職業であった。 ' ： ' .

農業以外の職業にf}を転ずると,都市と農村地域と 

では!^箸な対照がみられ，都市的職まとぃうグ 1̂格がき|̂  
常に朔かった食料品加工業や食料品赃売_ 業及び連 

輪業の分力Iにおいては, この対照が特に顕著であった。 

た-とえぱ， 17世紀前期のグロスタっ T ュ一クスバ. 
..リ.，一 Tewkesbury及ぴサイ，ア，レンセ'スタ… Ciren^ter

に お 、ては, 人ロの30%ギこれらの諸活動に従， して 

ぃたので、あり，これtこひきかえダ*^スターシャの農村 

部におぃてこれら〔の都市的域業従事者〕が占めた比 

率は，僅々ポ9ダぐ潜ぎなかったのである。 トーュー 

教授の言葉を借りるならば ,都市は .
「何よ .りもまず‘‘. . ‘.仕 上 げ 及 び 流 M  ：

門〕の中't、であり, これらの部門に:ほ他の諸部門 

に通常みられる労,働者数よりも3 1)秀数の労働者 

が舉まったぃ都市は周辺農村で産する仕Jbげを必 

要とする生ま物を取极ぃ，また地域内で、ゆ生産し 

. えなぃ商晶を農業地域に供給し農業地域と遠隔 

地 ンドンとを結ぶM 節点として機能してぃたJ。

これはまた, 他© 前：！:業ヒ社会における都市の特徽 

でもあった。〔たとえぱ〕 i r 世f e o ペンシルヴ;<1ィニ 

アにおぃては, r商業ぃ運輸,，市政, 加:！:業がJ, 鄙市 

の 「主たる経済部門J をなしそV、た。他方，1950年代 

のカンバラ近郊におぃては, アプリカ人© 人口<651% 
が小売《廣業乃至はなんらかの糧觸め熟練手工寒Iこ従ぎ 

..してぃた。衣觸製遺業, なめし皮加！:業及び他の諸工業 

に従事する多くの手工業者は，ただ単に消費財を生 

産するめみならず,自己の店舗乃至は市の屋台で 

その版壳も行ったのであるから，〔都市における〕 流 

通の重要性は第 2 が¥ 唆する以上に大きかゥ 

たのである。

■：：同様に- , 製^ 業 .manufacturing employment も農村 

より.も都市^ ヨリ集中してぃも rzso年以前におぃて 

.はイソグランドの農村部のみが:！:業生摩の重#な中心 

地であった，とぃう仮説が一^般的であることを考える 

と，この点は強調する価値がある6 確かに,全国到る 

所で多くの製造業が家摩！̂消費を目的として農家や小 

屋の中で営まれてぃたのであるが, 地域的な,全国的 

な，また国際的な市場に；向けて供給してぃる農村:!:業 

は,後に検討する理由のために特走地域に限定されて

いたみ■ . . ，‘ン .
半ダースはどの手；!:業群—— 〔即ち,〕〔毛> 纖物業, .  

衣類製造業, 皮苹工業, 金属加:!:業，建設業,,及び飲 

食物加工業—— -が,都市労働力の約4 分の3 に.対して

注（4 )  P. T. Bauer and B. S. Yarriey, The E^nomlcs of Under-developed Countriea, 1957, pp. 34-5.
( 5 )  A. J. and R. H. Tawney, 'A n  Occupational Census of.the Seventeenth Century\ Econ, Hist, Rev., V o l.Y, 

1934, p. 38, , '
( 6 )  J. T. Lemon, VUrbanization and the Development of Eighteenth-century South-east^ien Peonsylvaniaand Adjacent 

Delaware \ William and Mary Quarterly, 3rd ser., vol. X XIV, no. 4, Oct., 1967, p, 502； A. W,> Southall and P. 
0. W, Gutkindj * Townsmen in the Making ： Karajpara and its Suburbs*, East Afi^icAn Studiea, rip, 9, East Afri(^n 
Institute of Social Research, Kampala, Uganda, 1957, p .'S l ,，（両文献の引照は，:.A.，C‘.Davies,.0 . .EhrHch 両氏に;^

， ぅゥ) . て，:，， ■ ； .，レ
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クラークソン著「前± 業化イングランドの経済J (匹！）

.職を与え,ま農村地域における襄業以外の職業の大 

部分をなしていた。第 2 表に示された織物業の就藥紘 

計は, 今日の大部分の経済史家が与えX y 、る〔毛:]機物 

業が重要なものであったという印象を/幾み薄めるも 

のである。 16世紀から18世紀にかけてめイングランド 

の輸出資易において,毛織物は明らかにその最大部分 

を占めており，従 っ て 〔当時の；)，経済政策め論議の中 

心をな i ~ ものでもった。 しかしながら,いくっかの特 

定 地 域 \vell-defihed reg io n s，を別とすれぱ，，，毛織物業 

は他の諸手工業と同様 , 就 業 〔機会；)の創出源として 

はあまり童妻なものではなが:0 たのであ : ^ * 结 2まに 

おいては’, その一^部がイングランド西部の毛織物業地 

域に含まれるグロスタムシャが， とめような特定地域 

の一事例をなしている。 17世紀前期においてとの州の 

男子人口の約17%が毛織物業 f c従事しており，まだこ 

の州の 5 つのパンドレツドにおいては男子労働力の4 
分の 1 以上が毛織物業で働いていた。尤も逆に，労働 

人口の 5% か e>io%が毛織物生;;^に従事するにすぎな 

いハンドレツドも10を数えたら他のふたつの主妻な毛 

織物業地域 'T：?もるイ— スト.アングリアの一部及びさ 

一クシャ© ウホスト，ライディングと並んで ; ウィルト 

.シャの一部及びサマセツトのグロスターシャとの州境 

地帯においても , 恐 ら く 織 ' 布 エ の 高 度 の 集 中 が  

みられた。デボンシャもまた全国ホ場灰び国際ホ思尚 

けに生産する毛纖物業を有して .おり, そ れ は る 程 度  

まで第タ表に反映されているしかしながら,毛織物 

生産における特イヒは,享ら農村地城にみられた現象で 

あるというわはではなかったと r 注意しなければな 

らない。 ヴースター市は毛織物生産に禅みて高度に特 

化していナこし,，. ヴ；c.ン:.1、リ Coventry .とノ，リツ.デは 

共に1 6 , 1 7 世紀における重要な毛織物業都市であった。 

t かし他の諸都市においては，毛織物業は重要なも0  
ではなかった。 '
衣類製造業一鋳付帽子製造業者，帽子製造業者， 

仕立屋など- ^ は, 都m においズは多くの労働〔力〕を 

翁! して行われた力V 農村地域においては家族Ci需要を 

満 た す 家 内 の lt|程度のものを別とすれば,あま 

Q重要ではなかった，都 市 は 近 の 襄 民 に  

対し，彼らが週ホに足を連ぶ折々に衣類を供給した。

ョ"クやノリツギの如き3 リ大きな都市では， 〔ひと 

っには: ) そのョリ大きな人q に供給するために,〔ま 

た，ひとっには: ) a リ 小 さ な 地 方 都 ホ ！̂こ較ぺて,
〔とれらの大都市力:0  a  D広範な地城に対するホ；場®  
〔の中核〕として機能したために,衣類製造業者が相对

的に高虎集中していすら藤村地域において〔ネ〕ま睦 

内の需要を満たすために大量の衣類が生産されたに相 

違な  < ， とれらの生廣物はしぱしぱ馬によつてホ場へ 

と運び込まれた《ナことえぱ，1 7 , 1 8 世紀において，北 

部イングラシドの一*部0 地域では , 靴下及ひ♦その他の 

衣類め手編み工業ヵ嚷場収入の:谊耍な補足部分をなし 

ており , 完成品は p>ンドン及びその他の場所で販売さ 

れナこ。17世紀後期及ひI s 世紀前期においては,編み粋 

使用の編杨工業がミタドランズ東ま iの多くめ村におい 

て確立されるに:至 0 た。

前Ip業イヒ期 .諸都市:pre-industrial towns .における 

最も重要な職業群のひi クは,:なめし皮及び皮革製品 

の製造寒であり，これはしばしぱ审沛労働人口の5 分 

：の 1前後を占めていた。皮ギ：!：業は, 費村地域をt おいて 

は ま 6:董妻ではなかった。尤も，我々は他の資料か' 
ら，特定の農村地城が、全国市場向けのなめし皮生産の 

中心地であった事を知力てV、るりでもり，そのよう 

な地域には軽皮单製品及び手袋^0生itK l特化したイシ 

グランド西部の一*部, ロソドンの製靴業者に向けてな 

めし皮をホましたザプォ一ク高地の酷襄ま地域,サセ 

ック；=^東愈の諸港からなめし皮を輸出したクィ一ルド 

地方 , 及び17世紀後半に長靴並びに短靴の製造業地域 

としに発展たノ  " サンプト.ンシャが含まれていた。 

18世紀前期には' , 恐らく総計15万の人々がイソグラン 

ドにおけるなめし皮及び皮草製品の製造に従事してい 

た。皮革;！:室が重要ナぶものとして営まれていたことは, 
長靴や書籍，の表装 , バヶツやホタド，'ハンギングズ 

に適したなめし皮がいたる所で生産され，入手されえ 

たことを反映しセV、るi 生跨されたなめし皮の半分以 

上が履物〔の製海:}に使用され，残.りの大部分は鞍ゃ専 

具〔の製造〕に, そして種々の世帯〔道具;)をび工業の用 

途に使用さK た。，

ま J f l工業者は , : ぐ国に散在していた。農村地域に 

おいては，鉄製諸道具及び諸器具を製造しまた修理す 

るために , 俄冶：！: が必耍とされ; 金属加工業者は都 

市 に 高 度 の 特 化 を み せ , 都 市 民 及 び 近 隣 農 業 社  

会の双方に供給して、、た 実 際 , 1^世紀の殆，どすベて 

の世帯の財産目録には,通常鉄製の炉辺用及び料理用 

の器具が举げられており, また多くの財産目録ぼ真输 

白!!i 製品 , 部跌製の農 (；場用〕昇，錯製の分銅及 

びその他の金属ぜ品を l a 軟して 'T る。 これらの〔金属 

製品大部分は恐らく局地的に生産きれでい ifo も々 

16世紀までにはイングランドの特定地城がき , 铁 , M  

及びその他 i o 金厲製品の生.まに特化しつつあり，全®

81(383)
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:‘な/ , そ⑨? ‘でぱニで:：̂:?

由学会雑誌j 68巻 4 号ひ 975年4 月)
市場に向けて供給して、、た。第 2 まからも窺えるよう 

に， ミジドラシズ® 部 fcおける人EJのかな !) ©部分が 

金)！て業に従事していた。シにプィ"ルドの刃物類 

〔'ife産〕への特化は14世紀にチHーサ一によづて言及さ 

れており，1ケほ紀中葉までにはシ:nフイ一ルド教区は 

決；̂̂的にエ1 6 ^ナぶ極格を帯びていた& ディンめまは , 
♦数の金属カロ:t 案を擁るもうひとつの〔特化:];Hh域で 

あった。

建設労働者は梟村よりも都市にさリ多く存ポしたが,
設藥においでは地戚集中への傾向は全く見られな 

力、った。港家の大多数は袖素〔な造 b 〕で特別ち技術を 

☆ どir]いるととなく‘建設され得ためセ、あるから，大部 

分の村におレくて, 建 業 i t をどすベてめ者時折従事 

したよ..うな.兼藥 .'.paH-time'o^dupati(ホ .セある填合が非 . . 
.常に多かったに相違ない。富裕なヨーヤシ〔と[ f4：3：れ 

る1農民やジントルヤソのヨ V 擬った造りの家屋〔の 

'也设〕は，れんが職人 , ，石工，ガ，ス職人,左官及び 

類似の職人に对するま要を創出し，16世紀後助及が17 
iii:紀前期における『イングランド，H め再建』'iebuU- 
ding of rum r'Eiigland.’ ‘は,.:.恐'らく..ヨリ♦数の享ドづの 

5ii設職人を生み出した。諸都市には , マ - * ケット，ホ諸都市には, マ--ケット
- ,、 サ プ ン シ ヤ ル ，ハウゼズ

ル，商館, 倉 |̂1ゃ商店め如き大建築物力;存在

したのであるから, 都市労働力め於; 5% から10免'が建 

設職人であったとしても驚くIこけ;あたらない。:
. すべてのii5mにおけるひとつの重要な手工業のグル 

ープは, 飲食物の加工に関速したもわで、あった。この 

〔飲食物の加:D 部門は， 流 、通に従事する業者と 

重なり☆っで存在しお。: たとえぱ旅籠嵐は,彼らの 

部分が l̂ i家のピールを自ら製造したという仮索に立 

って，飲料製造業者として分類きれてきていみ.ビ 

ルはお張って多額り輸送経費を要し, 長距離^6悪路の 

输送には耐え得かったのであるから，こ れ 〔旅籠屋 

によるビールの自家酸造〕は 〔寧ろ〕当然0 ことであ 

ゥた。 しかしながら, vzjii；紀前期に従来のアルコ一ル 

分の少ないビ一ルに較べてヨリ濃密な飲料である黑ビ 

一 ル が 符 及 し た と と は ，内陸輸送の改善と相f矣 

って巢業'的なビみレの小売業者たる旅寵屋の増加を泥 

した„ ビルとエイルはネングジンドの殆どり地域に 

おいて~-般 fc飲所されナこ飲み物☆あネにも拘らず,そ 

のtill進力法力湘き複雜でしぱしぱ〔個々の裤费者が 

自ら顔}i-【け•ることな:く) 購入されたため，〔その需要を 

滴たすべく: )偷i ま化イングラソドには多数のM籠1  
とぽ遗業あが# : したのでる。 造が自家ヤ行われ 

た場介においてさえも一多く  ( o M j t  f：-l錄は'4^内に

酸造設備〔が# 在したという事実:)を示しているので 

はもるが一麦芽はしぱUぱ購入され,広く分布した 

もうひとつの飲料製造業者;る麦芽製造業者の勃興を 

促 13た，蒸窗谓製造業は前工業化イングランドにおい 

ては一— アイルラント‘とは與なって-— 如何なる程度 

においでも小規^ ^ 内:！:業ではなく，をどの蒸留酒製 

造業は破売ポ場に向けて営まれていた、。飲料に対する 

ものとしての食料品加：!:藥においズ最多数を占めた職 

人は, 肉屋であぅすこ。肉まはしは:しぱ近!^農村を放牧 

場を所有する力、乃至は貴借して.いたが,その大部分は 

都市居住者であゥた。̂肉屋は近IPの需要を満たしたが, 
ミタドラシド蒲都市の崖の多くは，せンドンの如き

遗隔地市場に供給する製肉 版売業の結節点でも
プ5>—デーング♦カクソテイーズ

た。.〔即ち，彼らは肥'育用家畜の:1飼育を行う諸州力、ら

ままを購入し, 首都〔せ' / ドソ〕め肉屋に破売するため 

に近隣の放政礙で肥育し:もめセもる。

以 上 お い て 《 6 つの製造業グループについて論じ 

てきたが，これほ̂, 前工業イヒイシグラソドic存在した 

際限なぐ多様な:t 業諸部門を公乎に取り极力たものと 

は言えない。イシメラソドめ多くめ地域をおいで,人 

々は石炭業や金属鉱業に属傭されており，特ァシュ  

ピーA s h b y ,ミツドラ、/ ズ© 部及び、シフィしルドの 

如き地域においては，少なから数の庚坑夫や S'採鉱 

夫J * grubbers * が第 2 表 の 『その他の職業』' miscel
laneous * の項目の中{«!含み隱されているりである。 

1608年にはr ディ一シの森の石炭業地域に居住す么成 

年男子り7%から11%が,軍役簿においては炭坑夫と 

表記されている。前:！:業化イソグランドの主要な石炭 

産出地域は, ィングラジド北東部のタイン?iij及びク^ 
ァ河の溪各〔地帯〕に所在し, キめはがS — クシャ南部, 
ミツドランズ西部，.カンパムラジド西部及び々; ノレ 

ズなどにも重要な石炭ま出地域が存在した。合計する 

と, 17世紀後期において恐らく1方 2 千人から1 万人 

の人々がイングランKの石炭業に直接雇傭され'" a 、た。 

この被傭者数は,'商 船 水 夫 と、して雇傭された者の僅 

力ぐ4‘分の 1 : ,な 4̂>し皮及が1̂ 革̂製1*|；?10生産 2̂1|!^事し 

た人々め僅かに10分め 1 でしがなかった。1 6 ,1 7世紀 

におけるそめ..凡ゆる目覚しい'‘ much-vaitnted発展にも 

抱らず, 右廣藥はあまり多くの廣傭を創出しなかった。 

鉱山業の他の諸部n に厚傭された人々は恐らく变に少 

数 で り , 〔じがも：!大部!分;がバトタイムの契約キあ 

った。前:11業化期における治金：n業のかなりの矣展に 

も拘らず，魏鉄や般鉄及•ぴ非欽☆腐の生塵には，僅か 

に数千入(b人々が鹿傭されたにすぎなかった♦
8 2 ( 3 8 4 )
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クプ 力一'  . .

木工職人は採鉱夫や金属精^^エよりも〔比率のう

クラ" ク、? ン 著 r前工業化イングランドり経済J 個 )

..えでほ）逸かに重要な位置を占め,そこには建設業の 

一部門とt>て分愈されている大エや建具師のみならず, 
桶屋, ：弓矢造り職人 fletchers.龍造りその他の者が舍 

まれた。ノリタチ，では，彼らはぱ世紀に就業人口め，2 
7 b 至 3匆を占めていすこ。l e f i B 及び1?世fe前期には,
ミッドランド森林地域{̂とおけ'る農場労働者め3 分の 1 
以上が，廣業の副藥とb て木材加工寒ち営んやおり,
ノ。サンプトシシヤのロッキンガムり森I*こ所在すも 

農村においては，I8世紀中葉に>；★壮なる者の約10%が

繞l i 細エ師で^bぅた。 森林地城は， そ•の作業におV、* ■トールズ，アンド*イシプV メッツ，
て木製農業用具に大きく依存するような農業

文明0 , 自然の仕事場C；B具製造所〕であ力た。〔"̂ cと
■V if 3 ンダイ> :'ロー 力'，ン‘ クラプツ, . . . ..には: ) ' しはX ぱ高度に特化し複雑化した農村ニすぼ業が 

:多数存在しまた多様律にも富ん'セい

海洋に関連して営まれる職業はi 沿岸の諸都市及び

，諸村落に集申していだ。〔そのなかで:)最も童嬰なもの 

は, 造業であった。僅かf c l 人力至か人め〔船:!大：C 
を雇傭して数トンのMを 建 造 す ;^小造船所は，イ 

ンク*ラン，ドの殆どすぺての港に存在した, 3 リ大型め 

船舶の建造は, 地理的にロリ限定' iれでいた。I?世紀 

前期においては,大型船舶の主要な建造地域はイース 

ト. アングリT の海岸あびテムズ河であった。 し力、し 

イースト. アングリアの造I )所ほ， ランダセ建造され 

☆船舶，及びハルとニ 一 力ッ;:<ルの間のイングラン 

ド北東部沿岸に存在し, 〔当時：)発展レつつちった造船 

所で、建造された船舶の競#^にま面して，ま退した，17 
世紀末までにぱ，ケント北部は4 つの大造船所- 7— チ 

ャタム'Chatham,'，デッ.トプォ一 . ドDeptford,'.クー’IKッ
.チ'Woolwich, シアネメ> ,Sheei'nes------を有し， . ' 〔これら

'の造船所でゆ海軍をび遠隔地賀ンのための船舶が建

され, また数千人の人々カ遍傭され't いた。，造船 

は, 製帆業やロ一プ製造業などの如き関連工業〔の発 

達) を刺激した。港に運び込まれた商品は、精構業, 
た^^と加エ藥の如き特入原ネオ料加エ業，灰び陶製のた 

:ぱこパイ：/ の製造業の如き小規模工業の勃與デど促した。

それぞれ数十人乃至数哲人を屑傭する多くめ小規模I 

工業が, • 前工業化イングランドの工業の様相を多様ゐ： 

ものとしズいた。たとえぱ，ウスターシャ，チ《シャ 

及びイングランド北東部沿岸の製塩業，ホ~ ム . カウ 

ンティーズ及び•そ他の地域にもける製紙業，ウィ一

ル ド地域及び ミ ッドランズ西部におけるガラス製遭業., 
明妙, , 锁石，お驗，枝磐，硫酸塩及びその他の原材料 

を生産する未を達の化学：I：業，.吏にその他の数多くの 

諸:!:業が举げられを。1750年以前においては，これら 

の職種のIR要性は低く，これら〔小规稅：n業;)は，’基木 

的に農業的な経済にぉける消費者の需要iを満たす 〔V 
とを尊らのR的とする〕都市及び農村のず*工業の前に, 
全く 0 の#み、存在だったのである。

〔諸〕ェ藥の立地

如何なる個別的理由をもってしても，工業のir.地を 

，〔十分fc〕説明することは不可能であるが，朱箱達な交 

通によって制約された経済においては,ホ楊までの跑 

離 が 〔ェ業の立地に対して〕明らかに大きな彭響力を

有していた。手工業ま-の火部分は都市に居任した力; , .T 一ン ‘•<?，/ ターズ’，' •■V-'
これは都市街に最も多くの火口が集し,且つ都

，市街区が近憐諸村との間に最良り〔交通 ' '取引:)阅係を 

有して1/、すことI；、う単純な]?lUliによるもの力あつた。 ‘ 
「〔我が〕主国の大部分の村々にぱ[ | | かしか〕1 

V 人のなめし皮仕上工乃至は皮州 :！:轉人が存在し, 
ま た tかかる皮革職人を：]有さぬ村々に供給する 

ために, 大部分の市場町においては2 , 3 ；̂!/至 5
人〔の〕，また多くめ大都r|むこおいては10乃まミ20人.(8、.
〔の〕, C&草職人がそれを*れ〕存在するJc

16世紀後期K1おける皮革エ栗に関する以上9 如きB  
速は，前工業化イングランドにおける他の多くの職稀. 
についても等しくあてはまる。’諸T:菜はその顧落が蒋 

在する場所に所# # ' る場☆が非常に多く，敷造業の特 

定部門における地域的な特化の度★は低かった。 しか 

しながら, 好な水運〔の所在〕は，ある特☆の地域に 

おいて恐らく工業の発達を促進したのであらて，特に 

生産された商品が嵩張るものである場合にはそうであ. 
つた4 たとえぱ，1 6 ,1 7世紀において，イングランド 

の他の地域の廣旧と比較した場合タイン河流城におけ 

る石炭業がm 要な位置を (ifめたことは,〔このタイン 

河流域が〕沿 岸 海 運 よ ゥ て ン ，ドンとifl接結ぱれて 

V '•たことI■こi るところが極めて大きかゥた。とれとは 

対照的に，17世紀前期において, ノツチィンガムシヤ 

とダービーシャの州な‘gにある内陸の廣坑からりロンド 

ン向け石炭売却'〔M〕を増大させようとする試みは， ト

^ ( 7 ) .ん 'lilveritt, ' Farm Labourer’，ch. VII of The Agrarian History of England and Wales, v o l.IV ,1 50 0 ~ i6 4 0 ,
ed. Joan Thirsk, 1967, p. 427- ‘

( 8 )  B. M. Lans. Ms. 74, p. 154. ■, v .
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クラ-•クソン箸r前:！:業化イングランドの経済J (四)
■ ' ■' \ ，- ， 、 t

'律 .2,表..ズ注 >.... ’....，， . .' . ，. ，.■ ,■ ；'' .. ■ - - -
1 . 史料〔出所;) '
職業構成ギ示すものとして，教区傅冊，市民台帳，軍役簿，課桃台帳及びS タ 〔財産目録•遺言状:）という5ゥ 

，の史料を用いた。 これらの史料は, {:職業描成に関して〕正確に比较しうる情報を与•えているわけではない4 教P?簿111}には， 

'国教会による洗礼式, 葬式，結婚式がとり行われた人物について, その職業が記錄されている。教区渐IIHこよって人々 がと*の 

程度ま業に従事していたの力、を知ることは不可能でちクるが,,教区簿111}が注意深く保なされているとすれぱ，その社会の料走時 

点における広範な賊業揺傅を知;̂ ことがセきる。’ホR 台® にtも si常徒弟ポ公乃至は1!):襲により，ホによってi|y民として:認f,r 

された（即ち,’市内におV、て職業を営む権利を賦与•された》男そして時には女性の名前と職業とがP はれていん職號 

偶成を示すものとしての，とのTti民台帳の史料価値は, 〔一*:̂では:]市にお、てホ民# 分を出願.謝されるととがどのもi鹿強 

制されたのかということに，〔また他方では；1,ホ民が名目上認可された職業に従事したの力、?iかとい5点に；かかっている。 

ジェントルマン及びヨープンもしぱしぱホ民合暢に記載されたが, 市民台i|iは,市居化民が農業に禾幡関係をおした庇ft■乃iゼ 
:はそのホにおいて伝統的に举示されそいない職業に従事した度合を, 過少評価している可能性がある。TfJ民台帳はまた，労働 

者及び徒弟奉公を経ない職人を記録していない。取供簿は, 軍役を勤めうる強壮なガ了を記載しており，職業をもきd嫁して 

‘いる場合には，農村地域及び都市地域における成年55子め購業に関しす贵ffiな情報を揽f)ける。同様に，臨時税台帳の如き謝 

:税台帳も，納税義務ちる世帯主乃至は貧困のために免税とホり;fc世帯主を記載しており, しばしぱその職業も記録されている， 

-S J g 文 書 fcは, しばしば遺言者の名前のみならず, 職業をも記軟している印刷された3SH状，在び遺言状を検認するた 

，めに書力、れた印刷乃至手書きの財産目镑が含まれる。この種め検認文謝i社会の広、、範fflにわたってが在して、るが，\ m .ロ 

鎮とは喊業カt明確に記載されtiいない場合が# 常多く,財産目録の記載内容から職業を推定しようとすると時別な問題が生 

'ずる(注么をみよ〉. 遣言伙及び財産目録は，農村地域と都市地城の!!i方にわたって蒋在しズおり，農村地域について利;nしう 

る唯一の史料で'あ"ることもしぱしぱである。 .ご''...'.‘.'/，....'.-.

-2. 分 類  . ， ' \

■ ( a ) 赚業の分類け: , .若干修正も加えてはいるが，J. P ‘ P ou n dによって' ‘ The Social aiid Trade Structure of Norwich, 1525- 
1575 *, Past arid Present, no. 34 (1966),  pp. 6 7 -9 .において用いられた分類に従う。：約言するならぱ> ''分緯け. 次の通り,であ . 

. る。ジェントリ’及 び 專 職 : jE当な卸由があって他の職業fc分類されチるというととがないI股り，たとえぱ胁こIIM-L1殺が殷 • 
業に直接従事して力、なりの収入を得ていもということをノ卞爽していて，廣業に分類されもということがない吸り，ジェントル 

マンと記載されたすベての者〔が含まれる）。牧師, ，教師などもまた，このグループに含まれる。農菜：ファー々一，ハズバン 

ドマ' / , 農場労働者，農場享公人, 商業及び製造業に明らかな経済的利書を有しそいない限り, ず / 〔もまた合まれ？a ’
織檢業：毛織物及び'その他の織物の製織の,さまざまな工程に従事したすべての職人.,仕上:!:程における染色エ及びその他の職 

人〔を含むV 衣類の製造業者及び流通に従-事した反物商rti6rcers, drapersなどは, 含まい。,衣類製造業；なめし皮ではな 

く,.織物を用いて凡ゆる® 類の衣鎮を製造した者〔が含まれる：)。なめしル製造業及び関連産業： めし/み傘びに履物想，手’ 

袋及ひてfホ章用:)側点を合むなめし皮製品の製造に従，した後人〔が含まれる〕。皮車-商をも含む，金屈加工業:鉄及び非鉄金腐 

の加工:に従事した手工業者〔を含む:)/金属り採掘:6至製練に従事した者は, 含まない。建設業及び関遮産業:れんが職人’,.タ 

ィル職人, 石工, ガラス騎人をび類似の喊人〔を含む;!。れんが製造巢者など〔かも含む〕。大工及び建具師は含★れるが,他の 

ぶ 人 は ★まない。飲食物加工業：飲食物の如エ.販売に従事した人々，たとえば肉屋,バン屋，酸造業者，蒸®織造衆 

者, ぶどうま商人, 旅籠屋，粉屋, 激師など〔を含む〕。しかし，食料品商やズ*a屋の如き, 専ら與売に^従事した人々ゆまない6 
ク及び運輸拿 :卸売及び小売に従，した人々，たとえぱ食料品商, 薬屋, 反物商，偶徽物商, 小間物商, 商人なざ〔がfrま 

:れるV 輪送業者fcは：，運送人, 船頭, 水夫, 旅 M 屋などが含まれる。 i|i大工もまた, このグルぃ/に脅まれる。とのグル 

‘プと上の〔飲食物加工業者のX グループとり間には, 明らかに大きなfflfeがみられる。その他の職業:ここには,他の则 

に举示されなかった木工職人やその他® 々の手者が含まれる。

( b ) 〔グル-*プへの所属が；) 確定不可能なすべての記載は，除外されている。この中には，举示されなかった労働者及び-傘公 

'人, それから財産自疑の場合には, 生計の資を推定するとと力;不ね能なすべての爽判力*、含まれている。

(c)検認財産目録は, 次の如く分類されている。 ‘ ’
(i)遣m 者の職業が記されている場合には, たとえ財摩0録にその職業に閲速ある資産の記ilii?が全くM られない場freも， 

遺言者はその職業を営んでいたものと断定じた。 （ii)職菜力*、記されていなV、楊☆には，財産H好はをの内容に従ゥて分*0 
されている。遗言者を藤民'j：断定する際には,なんらの闲難をも生じないことがしぱしばである◊ 〔しかし)遗言あが殿業の 

みならず製造業乃至商業にも携わっていたことを示.す 〔記載〕事炎が存在する躲合には，〔分顔上の〕ra難が生する。■ある 

.商業乃至手工業がTffi導向けに営まれていたとIE当I'こ仮定しうる場合には，W ま目録に記耽されたその商業乃至ホ：!:菜の資産 

ふ価値が農業資産値を凌駕して、、るか杏かというととにはかかわりなく，そのEj凝はそれらの〔商，工業関係の;)職栗に 

分顔されて';‘、る。 Gii)疑問るすべての事例は, 除外されている。 ’ ■

3 . 解 ，釈 •

如;！:菜化イングランドにおいては, 職業は到底4■日はどの特化を力，くしておらず，従ってこの-まも，fcる職榮と他の戯業とゐ

—— 85 (387) ，.~
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レント河の砂洲〔の存在〕と，ノ、ル及び束海岸 'を経fijす 

る提距離輸送に商践用を要することとのために，挫折 

した。 '

それにも拘らす\ 市場への距離〔のみ〕をもってしX  
は，工業の立地のすべての特徴を説明し尽すことはで 

きない， しばしば* 清服る原材料の -輸送 撒 nが 決 的  

な要W となった。.たとえば，薪乃至:木淡を燃料として

• 用k、る殆どすベての：t 業は, とれらめi ィ マ が 嵩 張 . 
り，碎け易 < , 長1®離も輸送するにはあまりに多くの. 
費用を要したた札ネ走的に森 ;沐地域{"21照をされてい‘ 
た。 1 トンの魏被を嫁触するためには1 トンをがなり 

」-‘回る木廣力’ン必要とさi x ひ7世紀めディーンの森において 

は，こC0比碎くは〔木廣〕3 : 〔錢鉄;1 2であった)，またをれだ 

けの木廣を化産するためには一層多量の薪材が必要と

. . ( め 2 お(注) つづき〕.，，，. ' ■
破密な区分をすけものとして；nぃられてはならなぃ。藤業のグループに含まれ)b人々は，ホ場向生産のU的でなんらかの他: 

の職に持統がJに‘従jji：したことはなかったと仮ホすることほ★.正当であろ3 。しかしとのような;仮定は，コ:家生産に従事した.
:でエ※者に対しャは麥5 しないのでちる。従って，この-ホは以下に述べる如くに解釈されねぱ；̂ぶちない，たとえばオックスフ 

ォンド、イャにおぃては,I6世紀後脈びJける人nの約70 % が;^業に律事してぃすな残りの30°/„も恐らく農業に利害☆有して 

ぃたが，彼らは製造X:乃3滴栗のさまざまな部門に多大な経済書を有’1>て1☆。第2表!*と举げられてぃるミッドランド西i 

部の諾教区の場合には，人nの約3分の1が?I湖向けのなんらかの金厲工業は従-あしていた;5 V とれらの人ノ，は廣業を兼営十 

る接Kすもしなぃ場合もゥたものと思われるぃ従って, この表は，相当多くの;c iが存在した農村地Ktこおける農業め$ ま性: 
を. .寧ろ過少評価し〔たものとなっ）てぃる。丄か，しながら,：このまは,.エ讓の地域的分# にかなりの相遣がみられだこ:;k.をも 

明らかにしてぃる。それぞれの手」.:業者にとゥ.て, 製造粟が唯一め収入減となりていためか，ネれとも主數よ乃室ほ袖足的わ: 

収入源となってぃたのかとぃうリこ関しては，この爽から何かを述べることは不可能でもる。しかしと(d表は> さまゴまな地 

.域における労働人ロが，m 場向生ぼ:をhi的とする旗業外の驗業になんらかの© 虎}d料 、て巻き込まれてぃた,その庶合を反映 
している。. . .  . • ' ■
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されたナこめ，鉄め製辣藥及び精練業'の立地れとりゎけ 

燃 料 め 匕 よ づ で 大 き  < き響されナこご！6世紀 

前期のイソダラシドにおける主要な製铁業地域は'^ィ 

レルト^他城のサセ'>»クス力かり, 生塵が跋大ネもに什- 
い， 製鉄業はケント，サリ一などの跨接地域にi i がっ 

ていづム<^1S74年までに, イングラソドおいて稼動 

中め5bの培欲! ! のうち51ゆ，線然料©ほかに鉄鉱右の 

豊負;な供!:合と, 線及び锻铁所め/、ムマ一を動かすため 

の流れの急なおぐの.水流とを有するウィニルド地域に 

所在ていた。この地域はまた,'サセックス東部の譜 

港及び北に向っセチ一ムズ河に^注ぎ込む航行可能な河 

川とを介して, ロンドンとの交通め便にも恵まれズん、' 
た。17世紀前期には, ウィ"ルド地域における薪燃料 

及び労働® 費用力U :昇するに伴い,ウ々一ルド地域は 

イング— ンドめ他の地域にそめ地位を厳づた。I653年 

までにほ, クィ.パレド地域i cおける赌银炉の 数̂は,全 

国総1^̂ の渐 <：半数に当る36にまセ減少した鉱 ii恥生 

産能力恐らく増加しものであるが)。 これとは対照的に-* 
ディ‘ ンめ森, . ウcji .レル.’ズ南部，’ さ" ク シ 及 び .ミ’ッ. 
ドランズ西部がすべて| | 鉄業地域として発展レ, 18世 

紀前期にはランカシャの製鉄業地诚the Fui'iieSs dis-' 
trietがこれに加わゥた。'.これ.らり地城では燃料か豊富 

に供給され， 七ックスやケントと比较すると他め諸 

工業及び家庭消費のための薪燃料. 木材に■対する競合 

的な需要が〔生み出されることも〕少なかっおため,ョ 

リ低額の燃料費用一一そして恐らくは労働費用も——  
しか必妻としなかった。

薪を燃料とするその他の諸工業のなかには, ガラ义, 
れんが及びタイルの製造業, : ま塩業,製銅業なび他の 

化学工業, 麦芽k 造業及び染色業などが含まれた。17 
世紀の間に,これらの諸エ菜のいくつかは薪燃料への 

依存から脱しその代りに石炭を使用するようにな '? 
f e . 造船業が必耍とする木材は,工業用及び家庭消費 

用に必要とされる薪燃料，术材とは異質'のものカあっ 

た 成 〔ともかくも〕造船藥は木材〔グの依存〕から脱し 

得ない一:！:業部門であっナこ。7 'デおI f  ̂ぢ 0まから30年の

されたが, 造船業者はしぱしば— 世紀以上を経た適当 

な形と寸法の植の木を必要,としたら更に輪送費用のた 

めに, 造船業者が〔完成b た船を：3運搬しうる範囲はi l  
岸20マイル程鹿のところに媒定されていた6 ケント北 

部に大造船所が:集中して# 在しおととも，ま た 世 紀  

後期にイング乡ンド南部らおいて木材の不足に•ついて 

0 不平が卸かれたe：とも；との要因によっで説明され

あ。というのは，製鉄業者と造船業满とは同じ原材料 

を用いはしなかったが, 両者ともに, それIM本他の：i: 
地利用方法の競下におかれ t ：いた向じ森林地を求め 

て争ったからである。 メ

原材料の供給もまた，皮 界 業 ，とりわけ皮なめし 

業の立地に影響を4；‘えた。なめし皮製造にJTiいられる 

原材料は，獣皮，極のタン皮及び水〔流〕でibった。皮 

なめし業は明らかに都市に银中して、たが，その}!め 

は- , T[f場が近くに存在する，という，こ.と— - これは靴Jit 
及 び そ の 他 の 皮 加 工 職 人 に と っ て は 要 で ク  

た一二より、も，寧ろ都Tfj‘が精肉菜のホ心地で? り，従 

ってまた獣皮の供給源であったというととにあ《•_>すこ6  

ロンド.、ノのレドンホール .Leadenhall.及ぴサザーク 

Southwarkの轉皮市場は，..:ロ.ン:.ドンの皮なめし.1C及び . 
なめし皮仕上工—— 彼らは17世紀まにイV グラシドに 

おけるなめレ皮紘生産量めおよを10%を 1̂̂産した"一一 

並か'にイングランドの他の地域におけるびぶめし皮：)̂ ；̂ 
造業者KL対し't 〔獣 皮 供 給 し た 。サタォ-•ク高地地 

. High Suffolkにおいズは,地域内の酷襄業め副産物 

として生産される敷皮を用いた皮なめし業が亮達した。 

そしてイングラシド西部の牧畜農業を営む諸州におけ 

るなめし皮加工業の盛行は， 域内で生産される獣皮 

〔の供給：)に基づいて'おり，これはアイルランドかち輸 

入される羊及び子牛の獣皮によって補足された6 皮な 

めし用タン皮の供給もまた, 0 ^ 革工業わ〕立地に影響 

を与える重要な要因であづた。 ロゾドンの皮なめ‘しエ 

は,サリケント友びサセックスの森林地からタン 

皮の供給をうけていた。《ンドV の極く近隣の地域に 

おも、' t 〔タ:ン皮み:]供給が枯渴するに■伴V、，獸皮の生産 

地 iヒタン皮を搬入するより.も, 獣皮を’タン皮め生産地 

に搬出するはうゼ、、しぱしぱヨリ経済的となった。力、 

くして, ンドン産の象皮は,馆欽炉及び愈欲所で用 

V、るために伐採され木からタY皮が生廣される，ゥ 

ィ一ルド地域や3  —クシャ南部の如き鉄:！:寒地域に向 

けて輪送された。仕上げられたなめし皮は,販壳する 

ためにUぱしぱロ ' / ドシに;送り返された》皮なめし:C 
及びなめし皮仕上.：n はまた大量® 水を必寒としたため, 
m らは:]河畔のi i 地を求あた。市場へのぜ接は第-"に 

考慮すべき条件ではなかタたおめ*大部分めなめし 

エ及びなめし皮吐上:!:は,地代が安くまた飲料水の供 

給を汚染する可能性が3 リ少ない都-rU郊外に居住した。

原材料の供給は, 他b M in業め立地にも影響を与え. 
た。たとえぱ， ミシドランズ西部，ヨークシャ南部及 

.びディ‘- ンの森r 金属;C業が銀中して常まれたことは,
る1 \ 3 8 9 )
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ある程鹿まで, これらの地域に棒鉄及び！機料用薪材〔の 

供給〕力♦港在したことに基づ、、で 、お、市場向^織物 

業は，羊毛，縮械用の土 fuller's e^ rth ,及び水〔流;)力； 
豊富に供給される地域に所柱する場合がき!)多からお。 

しかしながら,原材料入手の容易さということをもっ 

てしては，毛織物業の立地を完全に;説明し尽すことは 

不可能である。主要な毛織物寒地域はすべて，地域内 

の羊毛〔の供給〕を, イン/グランドの他の地城乃至はア 

イルランド及びヨーロッパ大陸からの輸入による供給 

によって補足していた。他方ぃ羊毛生産を大規模に行 

ぅていたノ サンプトンシヤやレスターシV といっ.'た

ミッドランド諸州は，ほらはき缴族生産の重要な中心 
地ではなか力た。また，16世紀におB' る主契な毛織物 
生途:地域が，市場向毛織物生めそもそも‘の中どで 
あったわけでもなかった6 中世イングランドにお、、て 
は， 場向毛織物生産は都市工業でも力た。特化した 
盤村- 織物業地域の発達は，遅れて開始したのである。 
イングランド西部においては,毛織物業は1 4 , 15世 
紀に農村に拡がっていった。，イ ス ト ‘.アング，リア,..,’ 
コークシャのウょスト* ライディング〔といった大織 
物業地域，並び‘に〕ウcn— ルズの北部と中‘部，ウィー 
，ル.ド地域及びウ.エス.トモ一ランドとい☆や:.ヨリ小さな 
〔織物業:！地域にぉぃては, 農!^ 毛 物 業 © ぎMは15 
世紀及び16世紀前期に生じた。A 村の毛織物生産への 
特化は，ひとっにはI3 世紀以降における縮滅用水車 
の発速. 技術ホ新にイ1:って進展した。またひとつには， 
制限を加えようとする都市ギルドの態度が，さリ企業 
心にんだ生産あを刺激して都市から離れた所に毛織 
物業'を剑設させた。しかし農村り特定地域に毛織物 
業ヵ说速した最もIE耍な理由は/ 〔毛織物業者が〕安価 
な労働〔力〕を求めたことであった。 ，’ ’ ‘ ；

労働は，前工業化イングランドの大部分の工業にお 
けるな生度ぜ素であり,競争的な全圍市場乃至面 
際市場で売却する生産者たちは,労働費用をどれはど 
耍するかということを強く意識していた。農村地域に 
は, その嚴柴収入を補う'ためになんらかの動業に従事 
しようとする不完全屑傭の〔状態}5：ある〕農業労働者が 
しぱしぱ存在したため, 安伽)̂ぶ労働〔；のを求める雇傭 

主にとって農ネよは魅力的〔な存在:]であた。殺?糸，識 
布及びその他の織物業の諸:!:程は,喪村の人々の間に 
普及してV、た伝統的な技術であった。'糸1|1及び織機は 
家族の設備として一般がJにみられるもりであり, み至 
は安侧に購入することができ，困赌オぶく農まに傭えつ 
けられた。織物紫チ1«̂にとゥては, 都市力生産する.より

も農村で生J查ずるとと0 方が確力、に高い流通費用を要 

したのである力V :それは；f t村労働費用が低額やあるこ 

とによぅて相殺されたのである。

佑どすプての農家及び小屋において, 家庭め.の必要 

を満たすためになんらかの製造業が行われていたので 

あるが ,;.'市場向.けの工業生がすぺての襄村地城の重 . 
要な特徵をなすものでもるというわけではなかった， 

というととが, 〔研究史上：)既に指摘されてきている。

し力、し条件に恵まれた所セは, 全国市，及び国後市場 

向けわエ業生産が発達した6 イングランド<0西部に■お 

V.、ては， V クウォルド及ひ: メンディプ山維Mendip 
から四方に俾びた諸溪谷に！! 宴チ^毛厳物業がま立され 

るに至り，輪出用の高級毛總物を生ました, ぁしてサ 

マセツトシヤ西部あびデヴォンシ"V東部には，専ら安 

価なカージ織を生産する第二の毛織物業地域力墙在 

した。イ ス ト . 7 ソグ ] ) アにもふたつの中心地;!?、;存 

在した。ひと'^は專ら输毛織物を生産し,.ノリツず及 

びその周辺能けにその基盤をおいていた。もうひとっ 

は良質の白地広幅織及が安M な染色毛織物を多撞多様 

に生産し, サフォークの南中部に存在したが,ストア 

河を越免て〔神岸の:)チセツクス北部の諸教区をも包摂 

す.今に至ぅていた。.::ヨー.クシヤのウci,ダ、ト，，' ライデ:ィ 

'ノダにおいては,毛織物業はユア河の直ぐ北に端を発 

して，東部はリ‘ ズ及びウOXイクプィールドまで,:南 

部はハダースフィニルドまで,.西部はラン力シヤめ州 

境までJKがった地城に賊定されてV、た。この地域©主 

要生産物は, 粗製!^毛織物セあづたが，17世紀後期に 

は搞毛纖物が重要なものとな力た。全国市場及び外国 

市場に向け'て辦給するa リ重要性の少ない毛織物業地 

域としては, バークシヤ，ウィ一ルド地域のケント，ク 

エールズ中部及び北部とウプ，ストモ^ランドなどが存 

在した。殆ど例外なしに,ポ織物業は農業めみから十 

分な収入を得るには廣場があまりに小さすぎる人口糊 

密な教区所在していた。.低地イV グランドにおいて 

は, このような教区カ聯在しためは, 膊接'!'え穀作地 

域の教区よりも人口糊密な,小路農場から成る森林 

.一牧畜地城にお'/、てであゥ’た。..、ナことえば, ウィ'ルトシ ' 

ヤにおいては, 毛織物業は北西群の牧畜;(鼻業地iij$に集： 

中して営まれ , 白亜賞士壤の牧羊•-穀作地域には見 

られなかったレイ*-スト . アング‘リアにおいては，サ 

プォ一ダ南部-"中部が人 id糊密な赂堆城であづた 6 
他方，ノ •-プォクの梳毛織物業ぱ穀作が支配的な地域 

で^?われた€>であるが，イングラント'第二の都ホであ 

るノリッザに安価な労⑩m の供給が#在じたという
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ことが, 恐、らくその生要な理由であらた。クィ"ルド 

地域めケシトは，サブオーク高地地帯♦ウィルトシヤ 

地域同様, 人ロ糊密な牧畜農業地域でもぅた。ク^ス 

ト• ライディング及びウ; スト•=&じラシドi«iね\i、でば, 
毛織物業はi 裏業によって人tJめ大部分を扶養する!^こ 

は土ま力，>あまりにも瘦薄な大教区に集中して行われた。 

たとえぱ, パリラナ, ッ夕ス*
r..‘..‘あ ?̂ 'をれに購接する他め地域においては， 

( X A は〕士地めM佚度が如何はどの敷物もまた戾 

質の牧草も齋しそう{̂こない広大な荒地wa就es and 
M oorsに定住しためセあるが, しかし〔見ガを変 

えるならば：U 素晴 ら̂しい場所に,‘しかも住民達 

の際立た勤勉によゥて宛住したのでもる<> そし

ことによってのみ生活しうる安価な労鶴〔力〕の般尊所 

を創出したのである。

Hi業立地に対して人口密度が及ぼす影響に•ついての 

以上のような議は，毛織物業の事例に限定して〔論 

じて〕きたのでおるが，とれは他の諸工業に'0 いても妥 

当する。多数0 金ぽ加工業者を於するミッドランズ西 

部の，村工業を営む諸村落は，隣接する穀作農業地城 

よ も a リ人口糊密な森林地域に所在していた。〔こ 

れらの村落が：) 撒物業よりも寧 ろ̂金属加工業に箸し<： 

特化：したととは,:'付近は産鉄あび燃料用薪材〔の供給〕 

が荐在したとい'うことによゥズ説明される。イングラ‘ 
ンド西部の牧畜廣業地域における手数及びその他の軽

てこれら住民達は,' 全く毛織物業よって生活レ
( 9 )

でいる:…‘•jV

，皮本製品め製造への特化は, : ひCの多くは他の如何なュンプロィ （10〉
る職業にも従事しえな'いような多数の貧民J 力'i存在す

イングランド農村における人口密度の相違の背後に 

は,歴史家がこれまで殆ど考察しようとしなかった複 

雑な理由カ潘在する。.低地イングランドにおいて最も 

人口制密な教区は, 曾ては, そして時には今もなお, 
糧蒼たる森林の横たわる地域であった。これらの教区 

は開懇を待つ多くの未利用地を合み，とめ未利巧’地が 

士地を獲得することがョリ困餘な地域からの移住民を 

蕴きっけためである。16世紀iこ至っても，これらの教 

区はなお人ロ流入の中心地であっすゆ’、,それは定住す 

ベき土地がな,お存在したとV、う.想由によるのではなく 

—— 逆 ，これらめ教区は今や人口過密i；なっていた 

— 一定住が遅れて行われすこ地域であったためにナ組 

織が弱体である力、乃至は全 < 存在せず,また定住すベ 

き小地片を見出す希望を抱い't：新参者が到来するの'を 

阻£ するぐとを意図した共同体想制が,たとえ存在し 

たとしてもはとんど奴きに■等しい:態であっナこという 

理由によるめすもる。これらり地域は農村工業にと.っ 

て安価み労働e t o の貯蔵所でもったのでもり，との農 

村:!:業はひとたび確立されるや，他<0地域から無職の 

人々を惹きつけたのでもる。農村工業はまた,士地 

とは無関係ら早婚のための経済的基盤を 

提供することによって, 自然増加による人口の^#加を 

促進しナ北部の高地に所在する教K をおいても人口 

移入に対する制約が殆ど存在せず, その結采, 人 9 の増 

加は農業によって人々を扶養すぺき啦られた®横の 

地の51&:;̂ ^を凌駕するに至った、かくして, これらの

る諸村荡におい卞生じすこもりでちづた。ペナイツ山地 

に所在する土地の不毛な諸教をにお、、ては，靴下辩み 

3：業が多ぐの貧民を块養した。17世紀末において,戸 

ンドンの下着及び® 物類の製造業者は,人口移入に対 

するヤナの規制が崩壊してしまったざ林地域及びi s 作 

業地威の双方を含めて,ミジドチンズ東郁の人口過 

密な村々に見出される安価な労働〔力:)に意きつけられ 

i ■こ。宴するに, 遠隔地市場けて•給する廣村エ夢 

は, T̂r場が新たな機会を拓り開き,また生産者が利用 

しうる最も安価な努働〔力〕を探:し出すに伴って，前エ 

業化イングラソドおいて持続的に発M してい力たの 

である。

ェ 業 組 織

前工業化イングラ.ンドには多種多播な工業が存在し 

たが，c r 業〕組織がかなりめ均一性を有1>ごいたため, 
調和あるものとなって、た。大部分り製造業者は,固 

定資本を殆ど用いi ごとなく, 労働集約的な生産方拔 

を用いて小規模な営業を行っていた。工業技術の性格 

も市場ウ規摸も,大規模な資本投アを必要とするよう 

なものではなか力た。機械は通常小型で,人力を動力 

としていた，專用の建物をibi、耍とするよ‘うな生産技術 

〔カ拥V、られるとと:)ほ殆どなミ, 機.械乃至労働者を収 

容し或いは含庫として / 0 いるために士地‘ 肆物力*、必 

要とされる場合には, 通常低廉に賛借す.ることが可能 

であ★た。たとえば, 皮なめ:し衆者は,多くの手工業

地城にぉぃ7：：は，過剰人口ギただ工業' ■ に従:づけ•る者に絞べそヨリ多ぺの〔作業)空間ど設備とを必要とし

^ (  0 )  2 and 3 Philip and Mary, 0 .1 3 , preamble.
(10) H6US6 of Commons Journal, v o l.X I. pp. 766-7.

8 9 ( 3 9 1 )
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たが，16111:紀末において：A：稲，仓庫及び居住施設を完 

B した皮なめし揚がイド，に 2 〜 3 ポんド〔り貧借料で、:)資 

借でさたので’ある。1 ：業が問屋制下に組織された場合 

には, 固^̂ 資̂木費用は更にー肩減じられた。というのは, 
〔問M制度の下では, D 通常111己の生産用具を所有する 

披傭老の家妊において生虚J?；，励が行われたdンらである。

平均以上の [Sl：52資木設 i ' iを必要とする職まも么3 存 

在した。すことえぱ , 炭坑ではさまざまな設備のために： 

資本が投下された。ハンテイソ グトツ . ボ b ホシト 

Huntington B ea u m o n tは，17世紀切期にイングラ':シ..ド 
北 }̂ ^部の恢鉱を閒発するために6, 0 0 0 - 7 , 0 0 0ポシドを

した。このなかには運転资木も幾分か含まれたが, 
大部分はボーリング及びよゾ]̂水施設に投資されたの\? . 
あり, 深い炭層の採鉱においては, とれらめfc fe fc常 

に'かくの費用が必要とされたのである。 しかし,深く 

掘り下げられたすべての炭坑には1 ダ&スfi:どの浅V、 

立坑がな‘在しこれらは鉱山リ一ス，廣坑の支柱用木 

招及び2 , 3 の簡Ifいな採炭用具の購入以外には洛ど出 

費を要することなく採掘された。狭:！:業におV、ズは, '. 
必要な設備及び附M处築物を備えた高伊及び锻钱炉を 

[1̂5；立するために，l6 |l i紀後期には恐らく100乃至200ポ 

ンド，17世紀小紫までには400乃至500ポンド,或いは 

それ以J •.の毀川を耍した。これらのC0IM費用め:}総額 

は大きなものではあったが，原材料及び燃料の購入K  

あてられた資木と比較するならぱ少額であった。よ属 

加:！:まにおいては,' ra定〔資本〕設備のための費用は通

常極めて少額であった。アンプローズ.クロウリ
Ambrose Crowleyは，17.28 ドに1.方2千ポントに相' 
当する遗物と段備を-イTし極めて例外的な事例をなし 
ていた。しかしその場合でさえも，固定資本は彼の総 
資産の12%を占めるに過ぎなかっこ0である。’

16, 1マ世紀を通1̂て新技術が導入され,また市填の 
掀大力';大規模生産を倾値あるものとするに伴い,工業 
に投下された画定資本の額は恐らく増大した。18世紀
、》 ,  インダA y アル‘ジャイアンツfjij期になると, クロウリーの如き大工業家は,
ホィツ.，トプレツK Whiibreadの如き藤造業者に.よ，って 

凌駕されたのであり，このホィツトプレヴドは100万 

にの{ま*る•ロンドシ市民の4 分の 3め人ノ<の喂を满すぺ 

く， 1740す-代には2 方ポンドに相当する固定C資本；]設 

備を用いX いた6 しかし，〔どもすると：)前：！:業化イン 

グy y ドにおける大規模な企業の比重を過大視し,大 

部分のX 藥形態が小幾摸な労働染約的な手:!:業ヤあゥ 

.た.という.爭$̂ を̂看過しがもである .〔から， れわれは 

ほ,ね:せねぱならないX  .

座業ホ命以前においては,滩勒資本は建物や機械へ 

の投資よ' りも重要やあり, ， ' 産業举命後も長期にわたっ 

て引き続き重要)̂i：位養を占めた。〔たとえぱJ 16,.17世 

紀の皮なめし參者の財産目録のブ分析例が示すところ 

によれはV 被らの資本のうち設備に投下されている部 

.分は 3义に満たず , 残りの97_多以上は庚なめし工程に 

ちる獣皮,タツ皮及び販売を待つぱかりの仕上げられ 

たなめし皮などcp在庫から構J疼されていた。毛織物業 

者が直面する主たる支出は, 羊毛の群入〔費用〕やあっ 

すこ。たとえは’, ウィルトシャのある毛織物業者は,1 690 
年代に羊毛の購入のために1 ,4 0 0ポンドを支出じてい 

る。.金属加工業においては, 、捧.鉄の在麽〔の確保〕cpた 

めの支出が最多額をおめた。比較的資本-約的な諸エ 

業においてさえ, 原材料の経費が固定資本費用を:H回 

って、、た。たとえぱ, 製鉄業における総生産費の70%は, 
高炉で使用される木炭の購入にあてられたのであるb 

前工業化イングランドにおいては,多くの理由のた 

めに，画定資本と比較して運転資本が重妻な位置を占 .  

めていた。大部分の工業i t おいては,殆ど理解されて 

いない化学反応の緩慢な作用に一一- まなめし業fcおけ 

る如く.-'~ 依存するかV ，或いは扱いに.く ..く具つ.自然力.. 
による断絶を蒙りがちな風力や水力によって恐らく補 

われつつも，人間の翁力によって骨を折りつつ行われ 

るペースに依存するか,〔そのいずれかの状態にあづ 

たのであり, 従って〕生産過程は長期間になんでいた& 
問屋制度は, 他に如何なる:ft所がもろうとも，原材料 

の集配に時間を耍するめぜ造期間を長期化したb 交 

通が未発達でもり, また市場機構力次陥を有した.ため、 

敷造業者は原材料及び完成品め在;を保持することを 

余儀なくされた。たとえば,樓の木の樹皮を剝ぐこと 

はただ春にのネ可能であったため, 皮なめし業者は▲ 
分な費用をかゆてタン皮の在庫を保持ざるを得なか 

ったのである。毛織物業者，酸造業者及びその原材料 

が年々生産される他の手工業者も，同様の問題fc直面 

した。そして，ひとたび商品が市場に向けて敷売され 

るぱかりにならたとしても，それらを直ちゆ売却する 

ことは必ずしも可能やはなかっすこ。市の立つ日が再び 

廻ってくるまでめ1 迪間糧度の短期間の^ 却遅迪ガ、す 

，む場合もあり得たが, 外国ホ場向に生ま-が行われて 

おり，粉積輪送のための船使乃至は海外における有利 

な:交易条件を待たねぱならト£ い場合には,:売却遅延は 

数力月に及ぶをともあり得すこ。イングランド内部お 

いても, 想天候, 疫病の発生，乃至は地方市場の場合 

には顔客め不M乃至通貨,の欠如によってさえ‘も,収引

^0(392)
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は蓉息>こ阻害され得たのでもる。ぺ ■
多くめ製造業者にとって, 労働！:費用：)は単-"のもの 

とし't：は最大の411ま費t 目：)であった。勒績業あび纖布 

菜にぉぃrcは, : 労働〔費用;]は最終的な〔総：j生ま費のめ 

半分をめた。— 力rt；!：業及び皮草加:H業においては， 

£ の比率は恐らく更に高かっすこ。#  くのisj定資本及が 

流動資本を用V、る諸工業にぉぃては:，労徽費用は)^^較 

的少額でちった。〔たとえば, 〕サセックX のもる製效 

養者は, 1746年fc被0 労働〔費用〕を製及び錯造費用 

の1S%以下と許算しているレ!:しかし：)參際には,.製鉄 

業にぉいては労働〔費用:)は恐ら<：との数字力';示す以上 

に重要であ-^たレというのは, 製 費 用 0 非常に大き 

な部分を占める木炭め生産は, それIf!体労働衆•約的な 

作業だらたからである; : ' .
市場が敏定，され,生産単位を小規模にとどめてぃた 

ため, 都ホめ手工業者はし{'t’ 1>ぱ僅かr 1 ^の麟人と 

1 乃寧 2 名の徒弟を肩鶴したに過ぎなかviセンま族構 

成A 以外には, 労働〔者:!が全く雇傭されなぃこともし 

ぱしばであだ。〔か識, 〕大規模な雇傭も存在した6 
〔たとえば，〕製紙工場は17世紀 に 〔上限：！ ！2名程度ま 

での労働者を雇傭した。鉄工場; ま輪及び〔真鋪D器具 

工場*，製糖及び明STl：場は,しばしば何十名もの労働 

者を雇傭したが, " - 般的な® 傭労働者数はぜ!^少数で 

ibがた。17世紀末に, イングランf'，め多くめ炭坑な僅 

かに4 〜 5 名め労働者r よて営まれていたが r 3 0 -  
40の炭坑やはそれぞれさ0〜40名̂の労働者を傭してぃ 

た。海草工廠は, . イングランドでも.最も多数の労働者 

を雇i i す .るものめひ'とら' あ々た。''.チ‘ャ.クムCMthain 
.め海軍エ厳は，17世紀前期に約 40名も, そしてleeo' 
年代には800名を廣能し't C 、た* しかし，ョリ典型的 

な造船所ゆ, : 1 名の〔船〕大工と被の徒弟f c よって営ま 

れるものであった。最太の労働雇傭主は, 披傭者タ̂；対； 

してそれぞK め i 港にぉぃ'^〔なすヴき〕位事を与えて 

いた製造業者'"Cあった。ヨークシャめウェ乂ト，' ライ 

ディンダめ織元は，彼ら自身の家族構成員をも含めて 

しぱb•ぱ〔上限:)ほ名までお労働者を雇傭し，, 1 週間と 

1 反の)2Crti織乃まは2 反のカージ厳を生産し ;fc。ゥ 

ェスト‘ ライディシグめ大織元は, 〔上限〕40名までの 

梳毛-:C ,助毛：! : , 織;fc；!：及び與毛エを仕，に従事せし 

めていたレ営業の規模はイングランド西部及びイース 

V . アングリアi こおいて一‘般的にき 'J大腐摸であり， 

そと力は大織无がしぱじぱ数百名の人、を雇傭してC、 
た。あるクィトシャの後^ ほ, 年に 400反め織物を 

増産ギあおめに> 1 7世紀前期に600名の臨時労顧者を

履傭した。必ずしもすべてのおが向時に仕事に従ボし 

てい:fciわけガはがいめであるが,.その一世紀後にセ 

クスの编元ほ#J 50D人の労働者名を書き紀している） 

での聞屋制度め本質ほ,需要の状態に応じで労働激が 

雇傭され.たり辦雇されたりする所にあったのでルるか 

ら, 間屋制工業に雇偷されてV こ労働者数を正確に述 

ベるととぱポ★能ゼもる0  

• i i宅職工 dut-woikerfeは， しぱしば厳密には被傭者 

ガ'はな：く, をめ原材料〔の供給〕及び生産物の服宛をさ 

リ大きな製造樂者し波らとの樊ネ勺において営 

業を行う! ^ ^ 生查者でづた <；しかしながら,ま際 

には小生産者はじぱじぱ〔原材料〕供給あに対して多く 

の斜債ゾど鱼って、たため，彼 らは^|?資上被傭老となっ 

. すこ。 .. ..‘ . . -’ . . . . . .
' 問崖制度は, 前工業化イシグラッドにおける広inな 

工業諸部けの特貧をなしてぉり，特毛後物業及が金 

属加:!:索諸部門におい't：特 徵 的 で た 。ィシグラン 

, ド北謝あびミッKラ'ノ ズ ぉ V、てほ* 広ぐ!!開し宇 

編み;！:業及び編み神横用の編物工業のみならず,¥ 袋 

及びをめ他の経皮革製品生库め大部分も問屋制に組， 

織されて営まれていた。18世紀前期には,履物類製造 

業においそも向屋制度が広 < おわれるようになづナこ。

問望制度普及は,非常に多くめ製造業諸部門にぉい 

て穷働力て重要な位置を占めたことを明瞭☆示しでいる。 

問屋制族は,雇傭主が農キサ地域において不寿全雇傭の 

状態にあ•る低廉な労働〔力〕めお給を引#出すととを可 

能にし, . 固定資本の必要性を減じた。被傭者は,禅常 

§ 己の生産用具を所有じていたらもっとも， 2 , 3 の 

職 辅 て は 機 械 が 高 価 で も り 一 た と え は V V  

ンの製造ビ用V、られたネラシダ織機及び編み粋の最高 

細格は. , ユ7世紀末に1 合さ0ポンドでぁゥた— その場 

合には被傭者は雇傭主から機械を貧借した。製釘エの 

目録には， しぱしぱ**騎の貧借料』‘ bellows 
rent，にづいての記載がみられ，安価'な設備さえもし 

ぱしぱ賞借され'TCいたととギまして'/、る。問屋制度は 

分業を促進したレたとえぱ宅織物業においてはレ適毛* 
梳毛乃至は刷を勒毛，織布, , 弊毛 :?̂ び'縮贼といった 

諮:！こ經は, 別feiの労働者によづてなされる別個の滅業 

であった。大ホ場に供給する生産者にとっては,小生 

産者にはまねのできな、やり方で，幾人力、の梦{効者を 

特定の商品の生度にぜらせることも可能であった。 

かくして18世紀前期において，エセックスのバリシグ 

ドンBallinさdonの トーマス♦ブリッグズThomas Briggs 
の如き他め趙またもが大衆ホ場にまん幕用布地及が縮

91(595)
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翻 '^供給しX ぃるな力ごにあゥで,ァフネシスで流行す 

るよう：なJ スfreneh fashkms , 高級織物の製；̂̂ ，版売を 

娘中的に営む幾人){»ゆ織元も存在したりガ'ある。製靴 

業におぃては, ：ロンドンの幾人かめ製德業者は, / "  
サンプトン、シャの諸村落におぃて労働〔力〕を雇j g し, 
男性用，女性;?乃至は子供用の履物類も専ら生産した 

ゼ、、 ^ ソドンの教贫院に向けて整形用の靴の生産に特 

化した事側もみられた。 - - -

Cしかしながら，〕問屋制族にほぃくゥかの限界が存 

在した。〔まず第一に,〕大型設備及び動力械を必要 

とする-諸工業におぃては，問屋制度を採用することは 

-ィぐ"J■能であった。‘ 〔第二に, D 高度の熟練を要する手：!: 
業乃至は厳ぃ監督を必寒とする手工業にも適さなか 

ったしまた，生座過程がひとらの工程から★の工程 

へと間断なく行われるととをdS；、要とする手工業にも適 

してぃなかクた。〔更に第H に,：)技铜的な条件が外業 

部労動者out-workersの使用に適してぃる場★■でさえ 

も►〔原材料: ) 配分りた'め!に多くの費用を要し,また 

〔外業部〕労働者0 詐欺や不正によらて摸失を生じたこ 

とが, 傑刻な弱点をなしT ぃたみ以上の3 つの問題は， 

拡大する：！:業製品市場の需要i 満たすぺく17# 紀後期 

及びI8世紀を通じて間屋制度が広く採用されてぃくゆ 

っれて, ますます明らかとなぅた。製遍業者は,自分 

ぜが逼迫した労働市場におぃて競争し,賃銀相場を競 

り上げ, 被傭者を求め't；問屋制度の網をますます範 

偶のM骑 i t拡げつつもるのにぎけいナこ。こ(Dような状 

況の下におぃては, 機械を導入'i -るi とによって生崖 

函数を变化せb めるようI i きかける〔労働〕市場.の圧力 

は極めて大きなものとなった9 しかし，激械化のため 

の技術的な晴問題が解決きれるまでは,問屋制度はイ 

ソグラソトふめ工業の♦くの部P1においす，生産‘を 織  

するため©最も経済的な方法としての地極を保っため

でぁる。， ノ ’
fif]唐 制 度 4 つ.の側面は,十分をこ強調しておく価値 

のもるもめであるまず第一に , 問屋制度は,労働費 

用力'*徽 〔/4ま ：)費用のなかの大きな部分を占め，技術；C 
あ!が释臀をうけなぃ非熟妹‘のタ>働によって遂行され得 

る訪工業におぃそ，発展した組織形態であったシ第二に， 

問屋制度は, ：c 業製品に対する需耍の増大とともに展

してぃった。局地的な小I I 摸の需孽に応ずる製造業' 
者にとゥては, , ,家庭の{土事場外に労働を雇傭する必 

耍は殆どなかった。第 導 : らj幾村にI肢力でみられ 

た現象力あるとぃうわけではなかったが, 多くの外業• 

部労働者’out*>voi*kergは, 農 村 《のなかでも遵業块

養能力を趣えて人口が増加したよi な場所fc居住しで 

いた0 第四に, 間崖制度は,その最も発展した形態に 

おいては, 媒売と製造とを機能的に分化させ, また雇, 
傭主と被傭者とゎ間め社★的な区別を明雄イ{：キ：5 方向 

に導いた。:問屋制度が通常ま* * Iff'ホり搏界を越え 

て営まれ, その結果レ鼻村部に:£ 業を成立.普及せし 

めでいたと\/、う事実ど相まらて, こ め 〔政売と製造と 

の）機能分イ匕は，何世紀もあ向イソグラソ. ドにおける 

工業め特質をなしていお同めレドの権威を著じく雜

，め た 。

同職ギルドは中世fミ牵展，し, ISOO年までには,イプ 

ダラソドりすべての都市は少なくとも1 みの,そして 

時にはI2乃至それ以上のギルドを有じてぃた。ギルド 

は，都ホから賦与される力、乃至は国王から直接藥得ネ 

たるかしや:法人組織化の特許状からその権威を引きIjj 
した。大都市においては大部分の手工業がみずから，の 

ギルドを有しガぃたが， a リfj、想模の都市の場合には, 
額似の職種が共同の〔ギルド:)短織を有'るとぃう形を 

とることがしぱしぱであった。を.しT , 手工業者(?)総 

数が極めて少なぃ場合には, 全く異った〔種類の〕手工 

業ギ共同や単-^のギルドを結成することもあった6 ，ギ 

ルドの機能は,その特定の都市における被らの単の 

手エ寒乃至,諸手■工業にかかわりのあるすべての活動を 

與制することであり, そ^6なかには, 技量の水準の監’督, 
市民のギルドへめ加入許可の統制，徒弟享公の条件 

統制, 及び原村料と製品液弓Iの規制が合まれで、、すと。 

ギルドは桓めて独的であり , ぶ ^ *あ引をま己の掌 

中に保持し, 〔ギルドへの)新規加人者を容易に認可し 

ようとせず,ギルドが自己の禁制圏と看做す地城にお 

ぃて営業を試みようとする非ギルド成員を忽ちのうち 

に抑圧:してしまったン .
ギルドり権勢をよ, ギノレ.ドと都市政府との極めて緊密 

な合致に由来するところが大きかった。:ギルドは，帝 

ぎの名士でもある富裕なギルド成員によって統 

轄される場合ヵ谱通であった。ギルドは, 都ホ:hf政P  
有用な手段であった。地方の市場開‘設地 ?̂ 1おほ'を取引 

を親制する部ホ役人は,ギノレド成員上層め者のなかか 

ら指名され, これらの都市役人に:対しでは,特定職減の 

活動を統制する多くの都市’にみられた地城内の規制を 

樊施するとぃう任務が与えられた。中央政府は,経済 

☆法を施行するために波らをしぱしぱ利用したのセあ 

るが，この中央政府によて付加的‘な権力ギギルドに 

賦与され:た最もよく知られた★例 fも I563年のなめ 

し攻法の;場合であり, との法♦は, なめし皮i 蕃資及

m 3 9 4 )



クラ" クソン蓉 r前工業化イングランドの経済J (四）

びなめし皮検查官が都市域内の皮革諸工業ギルドめ成 

g のcĵ から指名されるべきことを要求Uたの '̂ *ある； 

しかしながら，貧銀及び徒弟制を規制する徒第法the 
Statute of Arftiflciersの施行は》:地方の治安判事友び 

都市の役人の掌中に委ねられ/i；のであって，直接ギル 

ド(6掌中fc委ねられた:b けではなかった。

同職ギルドの機能は, 早くもIBOO年には侵食されつ 

つあり, 1 6 , 1 7 世紀めギルドの厲史は持統的な裹退の 

歷史やある。工業:都市め郊外れび梟忖地城に據がる 

に伴い，ギルドの権威弱められ<た。都ホ自体の内部 

においても，ギルドは経済発展Iとよらて侵食されたダ 

I S が增加するに祥い, 都市めき工業者はの.摩材料 

を★すます遠隔め地から取り寄せ*イングランドの遠 

隔の地iこ顧客を見出した。かくしでギルドは，周辺近 

:膊め地域を塞盤として取引を規制することがます^ ' 
困難とかりつつあるととに気づいた，。 方,ギルド成 

貝は:,:...:2 'つcpグルt"：プに分裂するM向'にあった。’ 1'，.つ- 
は地;^ 市場向けの製造業に享念する手工業者[ とよって 

構成され, 他の 1 つは取引に特化しで， 製造業者の 

I：がかえる)問題に対しては殆ど関心をまさないことが 

しぱしぱであった。取弓iを行う〔商’人 ) グル—プは，作 

業に従事する數造業者〔かレ-*プi よりも通常ョ富裕 

であたすこか: .〔やがで!]ギルド热 5̂̂ を牛耳'るに'̂ 、すこっ 

ナこ。このような発展の極j▲な事拂ぱ，ロ.シドン皮本加 

. エ ，:M売業者組合 The London Company of Lethersel- 
le r sの場合にみられた。をの組合は,軽皮革を用いる 

さまざまな手 X ■業 , 〔即：̂y  r手袋製造職人Micatiicks 
Glpuers,財亦製造職人Pursera,及 び (革紐を製造する) 
皮革裁断職人Longe CuUerSj 'が合併し; 「皮苹加工 . 
政売業き〔組合〕と》̂ぱれる団体を結成すぺく J I5世紀 

まに形成されお。ニ世紀の問にこ<P組合は皮革商人に '  

よらてま全支配されるに至った。 :
皮重商人は, rやがて (なめし皮を使用十る手工SS 

者を) 従属的な地位に追いやり, 皮革加工諸職人 

及びをの子孫に対し自由を認めなかった.‘‘.“ 〔か 

くして；i 今日では，皮革加：[：*販売業者組合から 

g f e ななあし皮仕上3：は存在しない。J 
なめしあ加工業者はそめ製品をP ンドシ市内で寒却し 

たのではるが , .彼らは皮革加工.販売業者組合の管 

轄外1?こある郊外 '̂こ居住しズいたため, この 'Cffe：革商人 

による皮革加:t 業者の支配の〕全過程は皮革商人にと 

つてゴリン膚容易なものとなつや。

ギルドのま退は，緩慢な過程を迪った。衰退は他の

地城におけるよりもロンドンにおいで，恐らく a  D速 

かであった* シドンにおいては，組合員がホ内の如

何なる職業に従ホ:することをも許可する慣行によって 

この衰退が促進されたのであり，との慣行の結果，組 

合名がその組合員の活動と殆ど関係を有さないといラ 

こともしぱしぱだったのである。しかしながら，》̂ン 

ドンの諸組合も地方の諸ギルドもその権威をおいそれ 

と引き渡したわけではなく，市民i'ざ命以前にお、、ては 

政府の手厚'/、保護を受けて1/、た。ジ: " ムズ1 世もチ 

ャールズ1 世も共に，新 .しい〔ギルド及び組合の〕組織 

に対しX 特許状を賦与し既存の組織の特許状を更新 

した。このような特許状の賦与，更新は，ひとつには，■ 
工業活動tP統制を行ううえでギルトワ/;有用なもで 

るという揺ぎない信念に某づいて行われたのでをンるが， 

またひとつには，特許状の受領者がその特権に対して 

代償を-3：̂:払い，常に財政難〔の状態:)に陥っていたスチ 

ュケ‘ ト朝が〔とc6糖め：！貨幣獲得の機会を見逃すとV、 
うことは?^どなかったためでちった。1610年にサフォ

々のペリレ‘ セント， ドムンズBmy St. Edmunda. 
化鼓立された毛織物載人組合The Company of Cloth， 
w o r k e r sめ如き，これらの新レい法/ 0 組織のいくっ 

かは, 都ホめみならず農村〔毛織板 )職人に対する支配. 
権をも要求した。 しかし, 自治都市の外部におけるエ. 
業の発展は,都市に基盤を有するギルドに対し解決 

不可能な問瘤を提起し* 他方 , 未だ i てギルドに組織 

され:たととの;̂か 、製紙業や精糖業め如き新)^な:C夢の 

出現は, 更にギルドの威信を弱め，た6 1?俾紀末までに' 
は t • ンドンをび地方にはなぁ，多くめギノレドが残存して 

いたが, イングランドの経済生洒においてギルドはも- 
はやあ まりIR-要な存在ではなくなっていた。

工 業 の 発 展

1500年以降の二世紀ヤの間，ホ場の発肢は製造業き- 
に対して絶えず新たな機会を もたらし，また新たな間' 
題をゥきつけた，人口の増加は，衣料，家屋，家財道: 
具 , 欲食物の如き基本的な消費財に対する需要を増加、 

せしあすこ。16世紀及び17世紀前’斯の提期にわたるイン' 
プレは, ^ 部《?；)人々の所得を坪}加させ,その紹果工業製 

品に対するョリ大-ミな需耍が創出された。そして17世 

紀後期及び18世紀前期には, 食物肺格の下#パこ伴って 

あらゆる階層の人々の工業製1*11■，に対する需廣が拡大 . 
深化した。外国市場もそれぞれ〔ホ場〕機会を提供した，

法‘( 1 1 ) B. M* Additional Ms, 12504, p , 112.
93(555)
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イングランドの〔毛:)織物にとって，® ヨ 一口ッパは極 

めて激しい競争下にありながらも重耍な市場であった， 

そして，m y s u こは新|!1:界〔プメリヵ大陸：)に植民地が 

法設され，〔かくして〕多くの工業部門の生!^:あに対し 

て付加的な市場がもたらされた。

需耍CQ地加に対して製造業者によって最初I'ことられ 

た对化;〔策:)は，塊存の技術と組織形態を利用して洗j t  
をザrlinさせることでもった。それが技術的に可能で 

、った部門においては，付加的な労働を雇傭するための 

手段として，問屋制度が0 リ広範なものへと〕拡張さ 

れた。そして問K 制度が適さない場合でさえも，ヨリ 

多数の労働者を雇傭するか，乃至はiB£ # の労働力の労 

働を強化せしめるかすることによって，ホ産の増加は 

極めて容おに行われた。17世紀中藥以前にお、ては，

人ロの増加が労働の供給を增大させたため,労働に对 

する舉耍の斯大が賃銀の上ぜを恭き起こすことは殆ど 

.なか0 た。 しかしながら，人ロの塌加ヵ《鎭慢であらた 

17世紀後平には，黄銀が上昇した。そして，経済'デ的 

諸著作が低賃銀の経済的利:?を強調するのもまさにと 

の|%期においてでちる。货銀は18111：紀前期においても 

上昇し続けたため，製造衆:者は化産費を切りっめるた 

めの別の方法について考えを巡らし始めた。 -

生度量を增大させ，またi |l位当りの生産費を減ずる 

ための手段としての技術的な発展は, がJ'工業化イング 

ラソドにおいては一般的ではなかった。徹かの例外は 

みられた-ものの，毛織物業における基本的な技術は従 

.来のままであぅた。1660年代にはいわゆるオランダ織 

機が 1)ボン工業に導入され，18III:紀の40イ こ は ジ g 
'ン♦ ケイ John K a y，とルイス♦ポールLewis P au lカレ 
織布及び妨綴の新LA、技法を開発したが，これらtネ産- 
梁ホ命の技術的発展を了'示するものであった。 かし 

これら〔の技衛ガi新〕は，ここで謎論の対象として〔取 - 
り寧げて:)レ、る時期C1500-rzsoりりにおける工業発展 

とは，殆ど関;i{|をれしていなかった。18i[l•紀末以前の 

皮メIシじ来においては，1 , 2 の非実川的なめ奇な考案-を 

除外すると，技術発展が全く欠如していた。衣料製造 

業においては，早くも158がfiにはひとっの^^要な技術 

究展がみられた。すなわち，このィT:にノッティンガム 

'シャのキ，.Vルバ一トンCalvortoivの尊敬すぺき.レヴ，* 
クィリアム，.り.一the Rov. William ..Lee.が，縮み機 

を発明した。 しかし17IIL'紀後jlJi以前においては，この 

inみ機はダ}ど使/n されなかった，金属加」::業において、 

n , 17世紀前期に機力碑入されたことによって生 

座が促進された。 〔この戟眺機は, ; ]鉄を都合のA い:A： .

きさめ辕嫉及か得ま截断し,企業家ぜ問屋制経営を 

営 む に 適 た ?^態め金属加;！:業用慮料鉄を獲得すをと 

とを可能し ;fc。食料品idto:業 お い て は ，大衆消費 

Tit場お•向みて大量に愈造ネれ得た濃密な幾一 ルが , 
1720年代にロンド.ンめFi造l i 者 よ ら ポ 開発されたが , 
なお半世紀問は地方におい：r 重要な地位を占あるには 

至ら h i ) 、っk 。

ナダこサfifc労働を愿傭する'ことによっては産出量を1# 
、大することが不可能であった鉱山業及び冶金業め如き, 
前:T業化イ、ノグラシドのョリ生達量め★ない、、く力か 

のエ案においては，技術発賤は3  i)大きな意義を有じ 

T レ、た.。Cたとえば, 〕イギリスの石炭産rii量は, 16, ： 

17世紀め間に，1G,世紀中焚の年間2 0方トシ強おら一* 
世紀半後の加0 万トン旧へと増加€ たのであるが,と 

の生産め増加は,ただ単に採掘ずる小炭坑の数を増加 

.さをタことによってのみがらず,深い坑を掘りレま 

た新たな廣層を採查するねとによらても達成されおの 

であり: また, そめを:めに新おな技#的間題が生じた 

のであるレ•深い炭層を試# T るたあめ採掘機は, 17世 

紀前期イツから導入された。深U、炭層の掘削のた 

めには, 改善された蓮搬，通気あび斯 ；̂の方法カ'泌要 

とされたみ とれら技術上の諸問題〕は,どれひとつ 

として非常に首尾よく行われたためじなないのである 

カレ〔んもがくも:)さ.まざ金な創意:!:失によって改養么; 
試みられ'た。''そのよ，うな装置の例としては,'.:'たとえば 

人間〔⑤顿者〕や石炭もぶげげし,或いは地まに水を 

汲み上げる連のバケツを〔昇降；)循環させた,寓カ乃 

至人力もよき卷揚機カ潘げられる鉱山は,揚水機の 

〔開発Y使用の〕草分けであっお。 ニュ，コメ V New- 
a^rilkv6気ぼゴ'ン.ジンによってその么3 年後 は凌駕  

されたのであ.る力もleg s年にはトレマス，セイガリィ 

Thomas Saveryが彼め〔発gfjじた〕幾分危ぼな.:『鉱失り 

明け手』‘ minert friends» 〔と呼ばれる揚水機〕の特許 

を得ている。I6, 1 ア世紀に•鉱山業導入ざれた多くの 

技術は， ドイツカ、らもや:らされたものであ0 セ。そし 

て，16世紀後期にノツティy ガムシャで広沙 1に鉱山業 

を営んでニいy t プランシス♦ウ ラ ビ ィ 卿 ぷ f Fl*aneig 
W illoughbyが, ドイツめ標，的 な 鉱 業 舶 書 デ . 
レ1 メタリ力De Re Metallicaの英訳版を所有してい 

たということf i重5^であ今0 ポ座さ:れたお炭の大部分 

はねソドンや他の諸都TfJの如民にif觸 さ た が , 一 部  

はこじ業にも使用されナこみ 1：業用燃料として薪材め代わ 

りに石廣を使川するととは，生遊技術を焚えることな 

くしては，通常不可能であった。1709年乃.至その前後

一 9i(3.96)
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にエイプラハム'.•,.ダV"ビ— Abraham D arbyが彼の高 

炉にコ—クスを利用する:まで、は,製鉄業において右炭 

燃料が効果的に使用されるととはなかった。r 1̂ かし,
1 ^ ンガ製道業キガラス製造業のか#  2, 3 の工業は , 
〔製鉄業よ,りも〕遙力:以前にCi?材ー木炭f 料かぜ 石  

炭燃料への転換を行った。コ一ネス©生库それ良体は 

17世紀中葉に発達を遂げ, 麦芽め，乾燥に判用されて、

.た®- ■ ':... ■ ' : . . . . マ
金業における考も寧要な技術革新は, 1496年に鉄 

製愈‘業高炉を導入することによワて行われた。高炉* 
の’使用はクィ一ルドの森 the ：VV>aldに着実ぐ掀まっ 

て き , 鉄敏右からま接に■少'量© ぽ铁を生离してI 、すこ 
プル、一々；）一i■チ取って代わった。技術革新0 速度は, 
市場〔ま © 距離;)及 '原材料の入デ可能性によって決 ' 

定さみた。高;^はプルーマリの教倍の生库熊力を有 

し 〔かくして:)確固:?I：るま鉄市場が必要とされたので 

あるが, この市場はロシドンの発展及びイングラン.ド 

南部海岸の防攀用と海軍用の兵群需要によゥて与;t ら 

れた。製鉄業者は,自らが生産した欽铁の刷けロを提 

供するために.，高炉のみならず银鉄をも兼営するこ 

とi i ，、レぱ•しばであた。高 炉 生 i t 能力が増大したこ 

とによって, 鉄鉱石]^び木廣に対する需要も増大した。 

そして,鉄鉱石の採掘なび木炭め生摩から触鉄所にお 

ける敷品〔棒鉄:)の生産に至るまでのすぺT の作業工程 

を生産者が管理する縦断的な統合〔一貫経営〕,への傾 

が，こめ製鉄業に生じてきた。 '
. 高廣〔の事例：!は，前工業化イングランドにおける技 

衛発展に必要とされた, いくつかの条件を提示してい: 
る。〔高炉に関して〕必要とされyく技術的知識の獲得を 

別としても-:— 高炉は〔本来〕大障の技術でもつた一一 

高)^の導入のためにはなお, 連統的'/i：〔一̂速の〕生産:J： 
舞を合み，かなりの技術的び管理的な熟練を要する 

複雑な工業組織形態が必要であ:ゥすこ。〔高炉の導入が〕. 
経済的に有® 味であるためには,増まされた産鉄を受 

け入れるに十分みだけの大きさをもつ市場が存在Vな 

けれぱならな力、りた。高炉とその付属施設を設立し，

お鉄炉を付説し/ 原材料を購入乃至は〔自ら〕生摩し, 
完成ぜIを販売するうえ:e 必要とされる資金をまかなう 

た■めには, ‘資本が必要であった，従って, 新しい生産: 
方法は容易なことでは採用されなかづ，たのであり,市 

場の坡大に直® し:fこ工業•生産者たちが,それが可能で 

ある場合には既存の〔生jiiO方法によって産出量を増加 

させるこをで—般 满 足 y ■ことしても,何ら驚  < に■は. 
当ちないのである。 '

真鋪i及び銅の生産におい'T；も，技林i的な発展がみら 

れた。銅の尘産は，1568年に法人組織化された王室独 

占体であるマインズ* ロイ.ヤル会社，The Company of 
Mines R o y a lのために働\i、ていたドイツ人の技術者凌, 
によって導入された，3il：突上新たK1創始された工業で 

ホ) った6 このマインズ• ロイヤル会社は，'真输の板及 

び線材を製造するために3 年早く設立されたミネラ 

ル-..‘,.プ.ンド. . バタリニ会社..The'..Mh\eml and Battery 
Companyと共に， 政府がイングラ.ンドに輪入節約的 

な工業を設立しようとしで行ったひとつの慎赁な試み 

であった。. ますます輸入が憎加して，イソダラゾドの 

生産:m こ対し潜在的に利益とる市場が在在することを 

示したため，イングランドには他にも新工業が政}の 

援明なく V■ひ义良した。.たとえぱ，I49がR こはハ-' ト 
フォ一ドシャにお、て明らかにひとつの製紙：!:場が稼 

励していたのであるが，その経営は〔象《i局;)失敗し》そ 

の後はほ•一世紀間〔16世紀〕にわたゥて,‘イングランド 

においては製紙業が成功视に確立されることはなかゥ 

たのである。16世紀末までには，叫鶴及び火薬の生; ‘̂ 
を行う:!:業が確立され, 最初の製糖工場が延設され, 
また最初の様磐:]:場か;設置されていた。

释済的にみると，これらcp請エ寨はそれぼど道耍な 

ものではなかった。既諸工業 -特に毛織物業にお  

ける新製‘を〔生廣；) 薄賤の方力h ヨリ太きな霉耍性を 

有してぃた。毛鶴物の縫ポ市姨は激しぃ競争下におか 

れており，〔しかも〕生産費節減的な技術革新によって 

競争に対Jtt;しうる見M しは殆どなかった。従 '?て，：色 

'織物業者はその製品の質をまえることによクて市陽の 

変化5*こ対した ;>,『新稱毛織物;3'new drap^rie^’のホ場ffサ 
生産の增加は, 16世紀後期のイングランドキ織物菜に 

おける最も重妻な発联であった。伝統的に轉出向けに 

生まされて、た大部分の毛織物は中級品7!；M高Mi'iiで 

あり, 短繊維の羊毛を用ぃて製織され,擊織後に縮純 

されたものであっお。，これに対して新種毛織物は,，梳 

毛織物の製造?'こ伝統的に使用,されていた〔ものと同じ〕 

種類の, 搏かれた長き維毛を川ぃて製纖され，織 

物は縮棘きれなかった。多糖多様な新種毛織物力'；生産 

されたので'はあるが, 品質及び耐久性に劣、り，織り上 

がりが軽く且つ生産'^^タがヨリ低服でちるという入けこお 

いては, .斩i l 毛織物すベてが旧毛織物と招異ゥで'̂ 、た。 

かくして，これらの新独-"6 織物は，ヨリ高価な衣料を 

購入するだけio余裕のないさリ货LA、消货者に狱迎さ 

れたのであり，また-^力では，をの仕上げ力’谈様で且 ‘ 
っ耐久性に劣るというこめ新餘毛織の特質が，暫く

9 6 (5 ^ ) .
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の間着用すると多大な出費をするとどなく買い換える 

ことのできる厳物に対する流行市場を獲得することh  

なったのである。こ<b新種毛厳物はまた，コリ厚手め 

妨毛織物と比較すると, a リ温暖な南ョ’ロジパの市 

場に適する.ものやあ々た。

供給面においては,囲い込み放牧地に導入された太 

った羊から)(Uり取られる長辕雄の檢毛用原ギの供給の 

墙大によって，新種毛織物〔生産;)の堯展が促進された。 

しかしながら，農村地域において安価な粗製のギ織物 

の製造が長期間伝統的に行われ,ま庭及が近ゆ襄 

を満たしていたという事i f とキ， 〔新種毛織杨業発展 

を促進した, 供給面における〕恐らく 3  層董赛な

原囚であゥた。これらめ伝統的な毛!!^物業イース 

ト，アツグリテの梳毛織物業及びデヴォシシャの力"  
ジー織物生産 (粗製めn日毛職板! ‘ old draperies')と共に， 

既にle世紀には外H 贸易に〔その環として〕組み込ま 

れ て た 。新種毛織檢〔業〕は，嚷 民 め 〔製織y 技術の 

商業化J が- -層進行した段階にある織物業であっ.：̂こ。
I6世紀の前如を通じて, ブランダ-̂  >'め韦織物業は,イ 

タリアの毛織物業の衰退によぅて開放された南ョニ B 
ッパの市場を開拓するために毛織物め生産を開始 

した。スペイン領ネ" キルランドに生じす;宗教的動乱 

のために，フランダ*-スの多くの織布エがイ'ノグラン 

ドその他の地方に逃亡するととを余儀なくされた時点 

において，この新しい毛物〔の生塵〕は旣に他の〔毛 

織物業）中心地へとがりつつあゥたンノリッずの都 

ホ^ 后3に#[|められて〔フランダ" スからの〕多数のt ：命 

者が市内に定住し一一1571年まヤに定住者数はも0(Xf 
名近くに達した一^梳毛織物と類似の生産方法を用い 

た 外 同 風 の 〔き織物；) 商 品 'o u t la n d is h  co m m o d it iビ . 
〔のdh座を普及せしめること〕によって, ' 衰退しら力あ 

った梳毛織物業復興を助け /こ。ュセックスのコルチ 

ズスターC o l c h e s t e rやコツグスホレノレ d o g g e s h a U に

も他の〔一"群の〕亡命者が定住し |ff糧毛織物生産の展 

開を促した。デボンシャにおいては，外国人〔織布:!:〕 

の〔11命による：)直接め影響は無視し得るはど微々 i c る 

もめでf cったが,確立していた力一ジー織物業から新 

種毛織物〔の生ま〕がごく自生的に発展した。

これとは異なる生ま物の分化が，イングランド®部 

において生じた。安価な毛織物のホ場を開拓しようと 

する代わりに，イングランド® 部の〔毛織物： 産者は,、

高級染色毛織物に対すざ需要の獲傅を目!^としで, 17 
.世紀前期に染色『，スペイン織J ‘..Spanish cloths’’の牛 

産も開始しナと。 『スペイン機』と速称されるのは， そ 

れカ沫来輸入さH たスペイン産の羊毛f cよって製織さ 

れた:̂くめであ it;:。南 a  -  P ジく)らイングランド南 

因部の譜港にネA イシ座の良貧の羊宅を容易に輪入し 

得たととは，この〔スペイシ綠生産€ 0 堯展に鼓いもな 

く貢献した。 レかし， スペイン織の生まを創始した 

一■乃至ほ創始，した•と.まら主張した— 一ぺネディタ' 

ト‘ ク么ジプBenedicいW ebbの如き織元め事業もますこ 

〔スペイン織生産の発展に対して〕少しく〔買:献じナこも 

のと〕評® されねt：j!ならなぃ。彼はまた，禱较/c6仕上 

げに不可欠め?td〔の生塵：!に必g とされる,西洋アプラ 

ナの種子の栽培6 試みにン多鎮め資金を費♦したシケ 

ップ及が彼わ# 間め織元: もが成功を収めすこことは, 
' ロンドンからド.イク及びネラシダ共和国{こ!^けて輸出 

されたすべての旧毛織物の1 もスペイシ齒の占めるJt 
率が, I628年には4跋以卞ガ务ったのに対して1'640年 

には22% であ0 たという事実に示されてい;^レ 

新種毛織物及びスペイシ纖は，17世紀に毛織物業に 

生じた, ョリー贱的な〔消費市場め変化に対する〕適応 

過程の特殊事例をなすものであった1600年における 

生要な輸出毛織物業地域は，イングランド西部及びイ

‘ みト . ア' i グリア, 特にサブネ一クとk セジクスの 

境界沿ぃめ南部地域であった。ゥ《スト‘ライディン 

グ粗製毛織物業地城は遙に遅れナこ段階にあり，イ 

ソグランド南部をこ散在た、くつかの毛織物業地域と 

比較してさ;t も，その輸出量はョリ少量で、あった。<17 
世I己末までには, - T ングミン、ド西部はスペイン織及び 

その他の染色織物〔生産〕'ベ© 転換に成功,していた。隣 

接州のデヴォンシャは, 旧末のカージト織物拳〔の基 

盤:]に新猶毛織物〔業〕を移植すると同時に,アイルラ 

ンドかを輸入される長繊維の# 毛と南3 ~ r . ロッパから 

.輸入される短繊維め羊毛とを用いた混織るサ一織 

物の生産を発展させるこa：によって,〔織物業地ねとし 

て；！急速重要性を増して ;た。ィ，ングラシド東部に 

おいては, ノリクギの毛織物業が新截毛織物〔の生産:} 
を甚盤としてますます発展していづた力V サブォ-ク 

及 び セ 'メクスの志織物生ま者は、'隣接するノフォー 

の毛織物生産者とイングヲンド西部の混織との競争 

に直面したため，それはどt e調には発展しえながゥた。

:注(12〉 D. C. Coleman, * An Inndvation. and Diflfusion： The "New Draperies**/, Ecoh  ̂ Hist. Rev/ 2nd ser,. V6l. XXII, 
no. 3,1961, p. 421. '
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クラ• - 夕ソン著 r前工業化イングランドの経済J (四）

g 一 ,クシヤのウCCス.ト' . ，ライ.ディツ:ク’は,' 1ア世紀後半 

までに桃毛織物をも合やた新種韦織物〔の生産〕に転P , 
1700年まセには最も繁榮せる毛織物業地域のひとつと_ 
な0 ズい:̂V；。他方1マ世きa前期K1は,まだ小担摸なもの 

ではもゥたが潜在的には重要な発展が, ラン力シャm  
部において生じ7：こ。〔即ち，〕‘リンネルと綿の混瑪たる 

ブゲスチア、イ綠物業でもる。最初はレナプント産の棉 

花が〔原綿としで〕用いられていたが, 後 l a t 西イシド 

請鳥からリヴタプ，ル港を介して供給されるようにな 

ゥすこ。力リプ海のプ9 ンチ" シ3 ン植民地及びアメリ 

力のタペコ! ! 民地が藥践して, Cとれらの；J安価％薄手 

の織物の〔ための:！市場を提供した。一方,インドから 

のキャラ‘コの輪入Vこ刺m されてイングランドにおける 

〔これらの纖物に対する）需要がロしたが，：こめキャ 

ラコり輸入はこれらの新種織物!■こ対するイ 'イグランド 

人 男 性 及 が 女 性 — の欲求を刺激したのであネ6
毛幾物業の全面にわたづて,織物仕上業及び染色業 

が発展しや;。1マiii：紀前期においては,イホグランドの 

織物仕上げのt技術〕水準は海タト《?)高級品市場の需要に 

適したものやはなく，毛織物め約4 分の3 は未染色且 

っ未仕_hげ の ま ま 輸 出 さ れ て い 〔しかし:！1マ世紀 

末までには、み国に売却〔輪出：)された毛織物は殆どす 

ぺて染色 . f t 上げが施されていた。染e!業の発展は,
17世紀O'J、、さな謎のひとつとなゥている。〔こめ発展 

は, 〕生ま面tこおいX は, ，当時9 イ'/ダラツド裹業の特 

質をなしていた大氣あかね , サブラン，クエルドそ 

の他<p〔染色〕原材料の生産め増加と関連を有：ていた。 

需要面にお、ては, ：新極毛纖物及びスペインM と同様 

に, はの発展は〕消費市:^に:ける変化に対応した 

生産物の分化の一事例をなすものであゥた。 .
需要の'资 (匕に対して,，諸 工 業 既 存 の ，生産手段の 

〔- 傭り：] : 発 , 利用,.新技術の導入乃至は生産物 

多様イ匕のいずれ〔の方法〕によ？>?：対 応 せ よ . 資 

本と企t i 力;必要とされた。エ〔そして,〕このいずれと 

も，存在L：た。大部分のエ業部門K：おいて,^^本タ湖 

:,々 ，..の企業家とネのノお..:-ト•オー乃至はホ:人の資力を海.え 

ることは殆と:なか0 たし, 運転資本は通常!:資ネ〕提供 

者の経マら/ の 〔授~ ^ という.形で得ることが 

できた。M 鉱 及 び 石 炭 業 に .おいては,企業及び 

資本’ほ,鉱床と豊窜な木材を含む所領を有する土地所 

有者によつて井に供給きれたぐ企寒家に独占権を賦与 

することによっr c , 主室が旧ると.ともしぱしぱで 

もっすこヶたとえぱ， ミネラル♦アンド•バタリー会社 

及びサインズ* ロイヤル会社ゆ王室の特許状を有して

いたが,この特許状f cよってイングランドの資本とド 

ィ ツ の 技 . 術とが結合されたのであった。このい 

ずれの場合にも,.それは多額の開発資本を必要としな 

がら確固たる市場を有さず, 〔従づて；)独占権を必要と 

b を:新工業でもった。このはか，ガラス，石驗，明煙 

及びその他の商品生産に対する独占がジ: 一ムズ1 世 、 

によってs i立されたが,これらの独占は既存の漠 

を妨げるととによ斤て，企業〔话動〕を刺激するよりも 

ぎろ抑だしてしまったのでちる，

前:t 業化イツグランドにおける工業発展は，外国の 

患響にその参ペを鱼っていた。n -  ロジパ〔諸国：)の技 - 
黄 お $ 入した工業め一覧表を作成してみると，印ね的 

なものとなるぃ. 〔即ち, ）鉄製諫業，銅111業，真餘板及 

び線材製造業, 金属加工業，ガラス製盛業，製紙業，

明幾X学, 精糖氣プリキ製造業，新種?を織物業， m  

織物業, その他多くの# 例 〔を拳げることMできる:I。 
外国り技術に関す,る知識ゆ, V 、くっかや方法によって 

獲得された。前:！:業化イソダラソドには，外国人の移 

民がふたつの波をな,して定毎した。1560年代に，スぺ 

イ ン の を 逃 れ て 渡 来 しすこフランダース, y  ロン及 

ぴォ7 ンダの新教徒がさまざまな技術, 時に新種毛*織 

换の綴糸友び織布の技術をもナこらレた。1685年のナン 

トの敕合the Edict of N a n tesの.廃止に線V、て.， 4 〜

5 万のヌランスの新教徒がイングランドに定住したが， 

彼らの多くは織物，紙，ガラス，金P 及びその他の商' 
品の觸造に熟達してV、た。 C のはか?̂ :̂も, 外国人は偶 

，々別 -々にイン.グ、ラン.ドに渡来する力、, '，成いは招かれる. 
かしたのである6 イングランド人が新しい摩方法を 

求めて外国に取行:t 'ることもLぱしぱであった。た.と 

えぱ, ア シ ド リ ュ ヤ ラ ン ト ン Andrew Yarranton 
は， ミッK 9 ンズip製鉄業きのグループによってプリ 

ヤの製造技術を発具すヴく年にサクソニーに |T(遗 

された& 乂リ内密に〔行われたりではあるが,〕ノリッ 

ずの網纖物;Cジ 3 、ノ，ロームJohn Lombe辟,イタリ 

アの缴機の諸細〔因) を密かに'イシグラ 'ビドに持ちみ 

み,1 7 1 8年にはイング9 ンドにおける最初の策纖物エ 

をダーピーに設立した。 . ’ .
外摩人は與貧(<)存在で多るだけに〔そ.;レだけ一肩；)人 

目を惹きやすく, 〔従っ：C〕無名のィシグラ‘.ンド人グ 

成 -し養げか；) k 果が，：]；業技術の発域に対する彼ら 

貢献によって影の傅い存在にされてレまうとy、うこと， 

ゆ，十分;^，えられることである，外国人の果した役割 

，は， a ^ P ッパのある地域には既に存在レていたが， 

d!場条件が'それを価値もるものとするまではイシグヲ
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ドンにおいてt：3̂ !J用されるととのなかv>た技術の知識 

を広めたととであっすこら即ち，前工業化イングラシド 
，における技術発展は，全く新しい技術を開発するとい 
うよりも，寧ろ知られてはいたがそれ以前には利用さ 

れるにさのなかった技術を生産に適用するという形を 
とって行われたのである。I：そして〕この〔発展〕過程が, 

外国人によって大いに促進されたのである。

成 果 '
1500年から17さ0 年までの間に, イングラソドの最 

も重要な工業の生産最がどれくらい増加したのか，算 
ますることは不可能である。〔しかじ,〕ヨリ虫産量の 
少ない工業にっいては，もる程度の統計的史料が残さ 
れている。石炭の産出高は，1G世紀中葉から17lit紀末 
に-かけT H 倍に；墙加した。ガラスの生産高の谓加は，
お以上に自覚しいものセあった。塩の産出高は， 
1540ギから1640年までの間に3 倍となった。棒鉄の生 
まは，leiOO年においては取るに•足らないもめであった 
が, 一世紀後には年に1 万トンを産するまでになった。 
17世紀のrj:i葉には〔捧鉄:)生産〔の増勢：1ぱ跳化したが， 
その後極めて酵慢にではあるが再び梢勢に転じ，1760 
年までには年に3 方トンを産するまでになった。しか 
し 〔生産ifj加第算定の:)甚準となった〔生産量の〕数値 
〔自体〕が極めて小さなものであるから，これらの諸エ 
業における生産増加率をうんぬんしてみてもあまり意 
味がない。工業の総生産量について述べるならば,そ 
れは前工業化期を通じて疑いもなく上昇した。工業総 
生走量〔の増加；)が常に人ロの増加に先行して、、たかど 
うかということは，また別の問題である。 ，

工業の発展を示す統計的乃至は印象的な事^以上に 
重要なものは，工業部門においてますます多様化力，、進 
展しつつもることを示すいくつかの特激であると、、
うのは，経済発展は，ヨリ大きな生産高を意味するの 
みならず，消費者の選択の範囲の拡大をも意味してい 
るからである。〔この点に関する〕最も明瞭な！̂拠は， . 
イングランドの工業幢出品の構成〔表：]によって与えら 
れる。16世紀前期においては，助毛織物が唯一のSi要 
輸出商品であり，〔しかも:)その大部分が半仕上品セ 
もった。そのニ世紀後〔の181!i;紀：)になると，̂ 出品の 
中にはらゆる種姨の完全に仕上げられた妨毛織物，
新糖毛織物, プァスチアン，リゾネル，綿織物，鉄製 
晶，细及び真餘，プリガラス製品及び陶器，皮苹 
注（13) Colin Cla?：k, The Conditions of Economic Progress

，製品 ,....石炭及びそめ他#  くの生塵物が合★れでいた，

〔しかt o 總毛纖物を別と'^れJ文, これらの諸:!:業のい 

ずれにとっても外国市場はま要なもb セはなく, 3：業 

製.品の大部分は，発展 i> ：> o ある国ホ場に向けて供 

給されたのであるン

.「‘.'，"'我^ は，商工藥 Trades and Curious AHs ボ增 

/加するに.伴ぃ，邊 寒 the Trade of Husbandryヵ觸退. 
すもでろうととに注意を仏わねぱならない ‘.‘ひ6 ! J と, 
1691年にウィリプム . ペティ卿、Sir William P e t t y ほ 

記した。こめ知覚の鋭い観察者にとって【t , 17世紀末 

以 お い て さ え も ，非;l y i 部門がますます重要性を 

増しらづあネことは!:十分；)明瞭に認識されたのでもる, 
都市化もまた》 彼の‘目を捉えた兆候のとつせあぅた 

{?̂相逢/fV V  'たとえば,ロンドン及ぴネめ他の港湾 

〔都市〕の発展と，：マンチaiスターやバ— ミンガふ©如 

き *̂単なる村落J '〔に過ぎなかった場所：)め拡大‘為展 

などがそれである。;2, 3 の地城においては, ; IT業が啡 

常に重要すi；ものとなりたおか農業ほその地城の链済 

において小きな役割を齒ずネに過ぎな‘くなっていた。 

デフォーD ef6 6が 1 8世紀前期にウンスト . ライディ 

ングを訪れた彼はとの地域え墙み且づ多様な i ：業 

を営んで1/、るととに感銘を受けでいる。 ドンカスタV- 
Doncasterは, 主要摩寨として鎭物業を営む‘『大工業 

都市. J  * a great ttiahufacturing town ’ .であゥた。シ 

.ブィ一ルド'.:Sheffield'は,'..:r非常に人ぜ獨密セ且.づ ..側..， 

雄は:!大きく , 街路は狭'く ,  ^ 洽炉力、ら引きも.切らす*に 

吐き出される煙のために,ま々は暗く黑く覆われモぃ 

' すこU  r.プラ.ック，バ一ンス.，リ 一 Black..Bansley:は,鉄 

及び銅の加工業において今なお卓越した存在であっ 

すこ. l o ウェイクフィールド"W'akelleld及び！) ーズteeds
は, 繁栄を極める括接な織# 郁市であり， リムズとパ 

リプァy クスH arif社間の農村部にほ毛織物業だ :‘
• 専念する多数の大村落が存在して， 勤勉に， r否,:〔寧 

ろ）忙しそうに， 立も働いていたJ。，ハリブ'ァックス 

自体はただの村落に過ぎなからすこが，農村#のなかで 

. は最も人口稍密であった場所セある。 ところjjiJ, 〔通 

りで: ) 人影を見力、けるととは殆どなかった。 rし力'、し,
もしわれわれが誰力、翻方製造業者の家の戸を叩くなら 

ぱ, われわれl>t]倉ちに]ま物;银壮な人々で満たされて 

いるめを目にをめも。染 色油〔の桶の所で作業i / t :い 

る：) 者もあり,ギ織物を在上げつつもる者も发J り，織 . 
機に向っで織りつつある者もおれ,ある者はこめ仕事 

に, ある省はまた別の仕事に〔という具合ぬすべての 

2rtd ed. 1ね1‘ D. 395. f c 引用さ>1ている0 : .
98(400)



I . ■ 園

クラ- - クソン卷 r前:！:業化イングランドの経済J ( m )

ように間うてみる必要がある。即ち，産業 ?̂*1命とはそ 

もそも树を指すのであろうか，と; * もし仮に，虚業韋  ̂
命が単なる機械技術.の変化乃至は生産量の塘加を意!Mi 
するに過きYか 、とするならぱ，その場合には前工業化 

イシグランドは一^庇ならず数圓の産業草命を経験した 

ととになる。 しかし，経済史において通常見出される 

ま業举众の概念は，それ以上のものを意味している。 

〔即も,:)をれ,は経済構造の变化，〔換言するならぱ,：)停 

滞によって特徴づけられる経ねから，工業発展によっ 

て生ずを高く且つ持続的な経済★長率を有する経済へ 

め変化を意味•するみでを。1マ60年以前のイングラソ 

ドfcおいては，とH らのいずれも生ずることはなかっ

者が仕事に精をt o している‘.‘‘•‘■1。 イングランドの他 

め地域1Cは 海 軍 ：！:廠 , V ンドンの大插造所,プンプ 

ロ一 ス，‘ クP ウリ一の金属加工0：易及ぴ大廣ねの如き 

ネ親模な：!:業拖設が存在これらはすぺて多数の労 

働者るf雇傭していたン： ヶ

ネ 以 上 の よ う な 発 展 は  

全体 h して, r i 8世粒の]^業：̂か1こ劣らぬ重宴性を有 

するJ ね期ま業弟★をなすもりであった》傅めとの主 

.張は, i 業生産の雄寒な増大,新たな諸工業及び新技 

術の発庚,及び多  < の 工 業 も ，ける企參規模の拡大 

.ひいろお諸事実:)に^ づ、、て:行われて1/か 。 しかし,
ネプ教授が, 〔当時®:)経済おおいてはれ’リ:重襄ぜの,
:かった諸工業に力ぬをおいて論ずる結果, M大な主張， た。:T?50年においては, 1挪 年 fcおけるよりもヨリ大 

を行っていることは明白やある。嫌物樂，衣 類 寒 ， 量め工業生産物が生産され、: また生産される商品〔の 

皮革工業も，また工業部門© 大部分を占めでいだ6 ウ種殺もヨリお範にゎたっすぃた。人口<0ヨリ人きか 

め消錢財製造業のいずれをとってみても, をの生産方部分力；工業に従事してV、すこことは殆ど確実でもり，ま 

法乃至はその経き媒摸にお'/、て何らの重妻な寒化をもたもし彼に計測すると h 力’、可能でもるならは‘i I8世紀 

経験するということはながった。ネブiSc找の工業盤展前期における ;X業がS そのこ!世紀以前と比較し't：国民 

の叙述* なかで際立って前巧1に現われている諸工業r  ，所得のヨリ大きな部分を生み出レていた,というとと

も恐らく判明するであろう。 し力、しr 〔以丄の事樊に 

も拘らず,:!それは工業イ匕による.経済の寒貌力、らは，，な 

おはと*遠V'ものである；1750年以前fcおV、ては,経済 

は基本ねに農業的な状態にとどまっていた。

■ A 貢 ;椒 義 ま 済 学 部 助 教  

• 洞 田 利 ★ け:阪学院大学商学部専任講師）

.ぉ 、でさえも,固定資本総額が末きな額に達するとい 

うことは例外的な現きであった。 1 人の企業家による 

多数の労働者の雇傭は,問屋制度のもとで外寒部労働 

者 out-woii<ersを広执に採用するという形をとさて行 

われた場合を加とすれぱ，1?50年以前に■おいては異例 

のことであ .ら'ナこ。、最後に》われ :̂>れはみずからfc次り

注(14) D. Defoe, A Tour Thtough England and Wales, Everyinan ed. 1028, v o l.II , 
(15) J. U. Nef. War and Human Progress, 1950, p . 13.
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